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そし て 、 こ の よう に (And so it is)。 

みな さん それ ぞ れ と 、 この 新しい シリ ー ズ の 始ま り を 、 ご 一 緒 す 
る の は 、 楽し いこ と で す 。 私 は 、 少し 時 間 を と っ て 、 本 当 に 、 こ 
の 空間 に 入っ て 来 ま す 。 あな た が 、 た っ た 今 、 許 も を うと し て いる 
ほど 、 あ な た が た 一 人 一 人 の 近く まで 。 た ぶん 、 あな た の 隣 に 座 
っ た り 、 後ろ に 立っ た りす る で し ょ う 。 た ぶん 、 あ な た の 、 そ の 
肉体 の 中 に 一 緒 に いる で し ょ う 。 


私 た ち は 、 と て も と て も 長い 年 月 と 、 と て も と て も 多く の 生涯 を 、 
一 緒 に 過ごし て 来 ま し た 。 私 た ち は 「 岩 の 家族 」 と し て 、 一緒 に 
座っ た の で す 。 安定 し た 家族 と し て 、 バラ ンス の と れ た 家族 と し 
て 、 そ し て 、 今 は 、 地球 で 霊感 (イン スピ レー ショ ン ) を 与え る 
意識 の 家族 と し て 。 私 は 、 こ の 瞬間 、 あな た が た 、 それぞれ を 感 
じ て 、 匂 い を 嘆い で 、 五感 で 触れ て いま す 。 あな た が 、 こ の 山 の 
上 に 座っ て いて も 、 世 界 の 別 の 場所 に いて も 、 私 た ち は 全 員 、 今 
日 の エネ ルギー に 参加 する こと が で きま す 。 


私 た ち は 今 日 、 と て も た くさ ん の 情報 を カバ ー し て 行き ます 。 ま 
だ 、 ブ ロッ ク (障害 ) を 引き 起こ し て いる 別 の 階層 や 、 意識 が 拡 
大 し 続け る の を 、 許す 別 の 階層 を 、 通り 抜け て 行き ます 。 前 に も 
言っ た よう に 、 あ な た が た は 、 新 し い 意 識 の パイ オニ ア (先駆 者 ) 
で す 。 お だ て て 言っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 あな た に 、 は っ 
きり 記さ れ て いる の で 、 言っ て いま す 。 お で こ に タトゥ ー が 入っ 
て いる みた いで す 一 「 新 し い 意 識 の パイ オニ ア 」 っ て ね 。 で す 
か ら 、 私 た ち は 今 日 、 ま だ 、 と て も と て も 濃く 、 と て も と て も 重 
い 意 識 の 別 の 階層 を 、 通り 抜け ます 。 いく つか は 、 あ な た が 受け 
入れ て いる も の で す 。 大 部 分 が 、 単に 大 衆 意 識 、 人 間 の 意識 で す 
が 、 こ の 次 の レベ ル に 道 を 空け る 、 準 備 が で き て いま す 。 


令 三 の グズ 人 だ に 識 そる 


さて 、 始め る に あたっ て 、 少し ずつ 、 私 た ちの ゲス ト の エネ ル ギ 
ーー を 、 取り 入れ まし ょ う 。 みな さん に 、 エネ ルギー を 感じ る よう 
に 、 お 願い し ます 。 で も 、 当て よう と 、 し な いで くだ さい 。 た だ 、 

感じ て 。 これ に は 、 大 き な 違 い が あ り ま す 。 推測 は マイ ンド で 起 
こり ます 。 超 能力 探偵 ご っ こ を する よう な も の で す 。 マ イン ド は 、 
最初 か ら 、 サイ キッ ク に な る 能力 な ど 持 っ て いま せん 。 サイ キッ 
ク の フリ を 、 す る だ け で す 。 あ な た の 本 質 (エッ セン ス ) 、 あ な 
た の 神 性 が 、 本 当 の サイ キッ ク で す 一 その 意味 と は 、 つ まり 、 


あな た は 感じ て 、 知覚 で きる と いう こと で す 。 あな た は 、 自分 が 
いる 、 この 直線 的 な 三次 元 だ け で な く 、 た くさ ん の 別 の 階層 に あ 
る エネ ルギー に 、 は っ きり 気づく こと が で きる の で す 。 


で すか ら 、 こ の 日 の 準備 の た め に 、 私 は 、 あ な た に 、 も う 一 度 、 
深呼吸 を 、 全 部 の 「 あ な た 」 を 、 一 つ に 集め る 呼吸 を する よう に 、 
お 誘い し ます 。 前 回 の 、 私 た ちの シャ ウド で 、「 あ な た 」 に つい 
て 、 お 話し し まし た 一 あな た の すべ て の 異な る 相 ( ア スペ クト ) 、 
すべ て の 部 品 、 あ な た が 、 よく 知っ て いる も の や 、 長い 間 忘れ て 
いた 多く の も の 一 それ ら は 、 すべ て 、 あ な た の 一 部 で す 。 それ 
ら は 、 全部 、 お 互い に 似 た 部 分 で ある 共通 の 、 基本 的 な 性 質 を 含 
ん で いま す 。 す べ て の 部 分 に 、 共 通 の 性 質 は 、「 あ な た 」 で す 。 
あな た の 本 質 で あり 、 あ な た の 存在 で す 。 


面白 いこ と に 、 あな た の 存在 、 あ な た の 本 質 は 、 ど こ か ら 離 れ た 
場所 の 雲の上 に 座っ て 、 た っ た 今 、 ハー プ を 爪 弾い て いる わけ で 
は な い の で す (少し 笑 ) 。 それ は エー テル の 中 を 、 あ て ど な く 漂 
っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 あ な た は 、 過去 に 、 そ うし た こと 
が あり ます が 。 それ は 、 グル の よう な 姿勢 で 、 ど こ か の 山の上 に 
座り 、 来 る べき 何 か に つい て 、 眠 想 し て いる の で も あり ませ ん 。 
それ は 、 こ こ に いま す 一 まあ 、 も ちろ ん 、 こ こも 山の上 で すけ 
どー で も 、 あ な た は 、 今 、 こ こ に いま す 。 あ な た は 、 あ な た で 
す 。 な ん て シン プル で 、 深遠 な 言葉 で し ょ う 。 他 の 人 と シェ ア し 
た ら 、 ち ょ っ と バカ みた い に 聞 こえ る で し ょ うけ ど 。 あ な た は 、 
あな た で す 。 明白 な こと で す が 、 こ の 中 で さえ も 、 多く の 階層 が 
あり ます 。 


あな た と は 、 何で すか ? あな た は 、 誰 で すか ? それ は 、 こ う 
いう 中 核 の 質問 に 戻っ て 来 ま す 。「 あ な た は 、 だ れ ?」 あな た 
は 、 故郷 を 離れ て 以来 、 こ の 疑問 を 探求 し て 来 ま し た 。 セン ト ・ 
ジャ ー メ イン は 、 ド リー ムウ ォ ー カ ー・ ア セン ショ ン ・ ス クー ル 
で カバ ー し て いま す 一 _「 わ た し は 、 だ れ ?」 と いう 質問 を 、 追 
い 掛 ける こと に つい て 。 で も 今 、「 あ な た は 、 あ な た で ある 」 こ 
と を 、 理解 する 時 で す 。 あ な た は 、 あ な た で す 。 あ な た は 、 こ れ 
ら の 全部 の 部 品 で あり 、 全部 の 相 で あり 、 全部 の 過去 世 で す 。 あ 
な た の すべ て の 空想 や 、 放 浪 や 、 白 昼 夢 は 、 あ な た な の で す 。 


あな た が た の 何人 か は 、 今 、 も が いて 、 不 思 議 が っ て いま す 。「 で 
も 、 私 は 何々? 私 の 真実 は ?」 第 一 に 、 それ は 、 こ れ ま で お 話し 
し た 、 すべ て で す 。 あ な た は 、 こ れ ら の 相 の 一 つ ー つ で あり 、 こ 
れ ら の 創造 物 の 、 一 つつ な の で す 。 あ な た は 、 今 、 こ こ に 座っ 
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て 、 起 像 する こと が で きる 、 そ れ ほ ど ま で の 創造 腹 な の で す 一 
少し の 間 、 ゲー ム を プレ ー し て 一 自分 が 、 ほ ん と に 悪く て 、 卑 
劣 で 、 不誠実 で 、 汚れ た 人 間 だ と 想像 し ます 。 何人 か の みな さん 
に と っ て は 、 そ ん な 想像 は 難し く な いみ た いで すね ( 笑 ) ! だ 
けど 、 ち ょ っ と 想像 し て くだ さい 。 恐れ な いで 、 想像 し て くだ さ 
い 。 する と 、 そ れ を 創っ て いる こと は 、 お 分 か り で し ょ う 。 な ぜ 
な ら 、 そ れ は 、 あ な た の 一 部 だ か ら で す 。 そ れ は 、「 完 全 に 卑劣 
で 、 完全 な 悪 に な る の は 、 ど ん な 感じ が する の か な 。 どう いう も 
の な の か な ?」 と いう 、 内 面 か ら の 疑問 で す 。 


あな た は 、 前 に や っ た こと が ある の で 、 今 、 私 は 、 あ な た と 、 こ 
の ゲー ム を する こと が で きま す 。 あな た の た くさ ん の 、 た くさ ん 
の 生涯 の 、 そ こ か し こ で 、 あ な た は 、 知り た いと 思い まし た 。 あ 
な た が た の 何人 か は 、 こ の 物理 的 現実 で 、 実際 に 演じ た こと が あ 
り ま すし 、 その 他 の みな さん は 、 他 の 領域 で 、 そ れ を 演じ た こと 
が あり ます 。 あ な た が た の 何人 か は 、「 ア ルク トウ ゥ ルス (the 
Arcturians) 」 と 呼ば れる 、 こ の 物理 的 宇宙 の 壮大 な 舞台 へ 行き 
まし た 。 それは 、 惑星 の 集合 の よう な も の で す 。 と て も 面白 い 所 
で す 。 それ は 、 エー テル 界 の 一 あな た が た は 、 ど う 言 う の で し 
よう 一 すご い 集 中 度 と ドラ マ で 、 も の ご と を 演じ る た め の 天 界 
の ステ ー ジ で す 。 そこ に は 、 エネ ルギー の ポイ ント 、 エネ ルギー 
の 扉 (ボー タル ) が あっ て 、 あ な た が 他 の 存在 と 一 緒 に 、 あ る い 
は 、 自分 一 人 で 演じ る た め に 、 エー テル 界 の ステ ー ジ へ 行く こと 
が で きま す 。 


あな た が た の 中 に は 、 いつ で も どこ で も 、 演じ る こと が で きる 人 
も いま す 。 あな た は 、 非 物理 的 な 領域 の 小さ な 場所 を 選ん で 、 あ 
な た の 思考 や 願望 を 、 そ この 階層 で 演じ て いま す 。 多く の みな さ 
ん は 、 こ の 人 間 の 肉体 の 中 で 、 こ の 現実 で 演じ て いま す 。 どこ か 
別 の 場所 で 、 演じ れ ば 違う 結果 が あり ます し 、 違う 意味 や 、 明 ら 
か に 違う エネ ルギー が あり ます 。 その 場所 で は 、 と て も リア ル に 
感じ られ る エネ ルギー で 、 その リア ル さ ゆえ に 、 あ な た を 占拠 す 
る 傾向 が あり ます 。 そ の 一 つの 影響 、 一 つの 創造 が 入っ て 来 て 、 
あな た で ある すべ て を 、 占拠 する 勢い を 持つ こと も あり ます 。 そ 
れ で も 、 こ れ ら の 部 品 の - つ ー つ は 、 あ な た で す 。 そ れ ら は 、 あ 
な た の 真実 の 一 部 で す 。 真実 で な いも の は 、 一 つも あり ませ ん 。 


いく つか の 創造 物 は 、 た ぶん 、 他 の も の より も 、 気に入ら な いか 
も 知れ ませ ん 。 これら の 諸相 の いく つか は 、 人 間 の あな た に と っ 
て は 、 本 当 に 悲惨 な も の で す 。 人 間 の あな た も 、 あ な た の 一 つの 
相 で す 。 こ れ ら の 相 の いく つか は 、 人 間 の あな た の 幸せ や 、 喜 び 、 

豊か さ 、 そ うい う 他 の すべ て の も の を 侵害 する の で 、 あな た は 好 
き に な れ ま せん 。 で すか ら 、 あ な た が 創り 出し た 、 こ うい う 他 の 
あな た の 相 は 、 た だ 安全 と 快適 だ け を 求め る 、「 小 さ な 人 間 の あ 


な た 」 を 、 押し の け よ うと し て いる よう に 見 えま す 。 ちく し ょ 
う ! 小さ な 人 間 の あな た は ・・・ 私 た ち は 、 年 中 、 聞い て いま 
す が 、「 私 は 、 幸せ に な り た い だ け で す 。」 と 、 言い ます 。 私 た 
ち は 、 年 中 、 そ れ を 聞い て いま す 。 ちょ っ と し た 秘密 を 明か し ま 
し ょ う 。 私 は 笑い ませ ん けど 、 あ な た が 、 そ う 言 う の を 聞い た 時 、 
セン ト ・ ジ ャ ー メ イン は 笑い ます ( 笑 ) 。 それ は 、 小 さ な 、 あ な 
た で す 。 


「 私 は 、 この 広く て 悪い 世界 が 怖い ん で す 。 私 は 、 三次 元 の 現実 
の 被害 者 で す 。 私 は 、 か 弱い ん で す 。 すべ て は 、 私 の コン トロ ー 
ル の 範囲 を 超え て いま す 。 私 は 、 幸せ が 欲し い だ け で す 。 それ だ 
け の こと で す よ 。 親愛 な る か みさ ま 、 私 は 、 幸せ に 、 な り た い だ 
け な ん で す 。 」 小さ な 人 間 が 、 泣き 叫び ます 。 あな た で ある 大 
き な 神 性 の 存在 は 、 幸せ を 必要 と し ませ ん 。 それ を 、 窓 か ら 投 げ 
捨て て くだ さい 。 間違っ た 用 語 で す 、 あ る 意味 で は 。 詰め 込ま れ 
過ぎ た 、 用 語 で す 。 


「 幸 せ 」 一 あな た が 取り 上 げ て 、 それ を 取り 巻く 人 間 の エネ ル 
ギー を 感じ る と 一 と て も 負荷 が 掛か っ て いま す 。 な ぜ な ら 、 と 
て も 、 と て も 条件 つき だ か ら で す 。「 こ うな れ ば 幸せ に な れる ・*」 
こう し て 、 あ な た は 、 自分 を 幸せ に し て くれ そう な も の の リス ト 
を 、 通過 し 始め ます 。 その リス ト は 、 基本 的 に 、 実現 不可 能 な も 
の で す 。 リ スト は 、 あ な た の 小さ な 人 間 の 自己 に と っ て すら 、 現 
実 的 で は あり ませ ん 。 幸せ は 、 そ の 時 点 で 、 決 し て 、 そ れ 自 体 、 
実現 し な い 、 と て も 多く の 条件 を 身 に 着け る 傾向 が あり ます 。 分 
か り ま すか 。 


あな た で ある 神聖 な 人 間 一 あな た の 小さ な 人 間 の 一 部 も 、 そ の 
ー 部 で あっ て 一 神聖 な 人 間 は 、 幸せ と 呼ば れる も の を 、 必要 と 
し ませ ん 。 た っ た 今 、 そ この 椅子 に 座っ て いる 神聖 な 人 間 は 、 た 
だ 、 い ます 。 た だ 、 存在 し ます 。 さ て 、 小 さ な 人 間 は 、「 え 、 何 
で すっ て ? 定義 し て よ 。 各部 分 ご と に 。」 と 言っ て いま す 。 た 
だ 、 在 る の で す ! それ は 、 完全 な ー あな た は 、 何と 言う で し 
よう 一 充足 感 (contentment) で す 。 完全 に 手放し で 、 認 め る こ 
と (allowing) で す 。 私 た ちの 、 最初 の 方 の チャ ネル に 戻っ て 、 思 
い 出 し て くだ さい 一 すべ て を 、 あ る が まま に 受け 入れ て くだ さ 
い (訳詩 : 創造 腹 ン シリーズ レッ スン 1) 。 


神聖 な 人 間 は 、 存在 性 を 、 受容 を 理解 し ます 。 小さ な 人 間 は 、 神 
聖 な 人 間 に 向 か っ て 言い ます 、「 そ れ じ ゃ 、 詰 ま ら な いで すね 。 
そこ に 、 た だ 座っ て る だ け 、 みた いじ ゃ な いで すか 。 」 神聖 な 
人 間 は 、 小さ な 人 間 を 見 て 、 こ う 言 いま す 。 「 あ な た は 、 本 当 
に は 、 理解 し て いな い の で す 。 あな た は 、 あ まり に も ドラ マ に 捕 
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ら わ れ て いま す 、 二 元 性 の 中 に ・・・ あ な た は 、 生き 延び る た め 
に 、 必要 だ と 思っ て いる 闘争 の 中 に 、 あ まり に も 捕らわれ て いま 
す 。」 神聖 な る 人 間 、 あ な た は 、「 そ れ 」 が 、 存在 する こと を 
理解 し て いま す 。 それ が 、 達成 で あり 、 完成 で あり 、 すべ て で あ 
る こと を 理解 し て いま す 。 それ は 、 あな た に つい て の 、 全 責 任 を 
負う こと な の で す 。 


また も や 、 私 た ち は 、 意味 や 単語 で 、 言葉 遊び を する こと も で き 
ます 。 子供 が 、 親 を 質問 攻め に し て 困ら せる みた い に 、 小さ い 人 
間 は 、 抵抗 し た り 、 否定 し た り し 続け よう と する で し ょ う 。 ある 
ポイ ント まで 来る と 、 た だ 、 こ うなり ます 一 あな た は 、 存在 性 
を 体験 で きま すか ? あな た の すべ て 、 あ な た の 、 それ ぞ れ の 部 
分 が 、 今 こ の 瞬間 と 呼ば れる 、 こ の 素晴らし い 再 会 の 場 へ 、 戻っ 
て 来 ま す 。 神聖 な 結合 、 そ こ で は 、 すべ て の 部 分 が 、 ま た 受け 入 
れ ら れ ま す が 、 ど の 部 分 も コン トロ ー ル し た り 、 支配 し た り 、 あ 
な た の 真実 か ら 、 向 き を 逸らし そう と する こと は 、 あ り ま せん 。 


今 、 古い エネ ルギー が 終わ り を 迎え つつ ある 、 こ の 時 期 、 シ ャ ー 
ン ブ ラ に 起こ っ て いる 、 一 番 重要 な こと は 、 自 分 の 真実 を 見 る 、 
と いう こと で す 。 何 が 、 あ な た の 真実 で すか ? あな た が た 全員 
が 、 も ちろ ん 長年 の 課題 で も 、 あ っ た で し ょ う が 、 ここ 3 0 日 の 
間 に 、 この 真実 の 問題 に 直面 し て いま す 。 あな た は 、 誰 で すか ? 
あな た が 、 そ うだ と 思っ て いた 人 で は 、 な いで す よ ね 。 あ な た は 、 

も っ と それ 以上 な ん で すか ら 。 そ れ で は 、 あ な た は 、 誰 で し ょ う ? 


あな た は 、 土台 と な る 真実 を 探し に 、 出掛け て いま し た 。 あ な た 
が 、 そ の 上 で くつ ろ げ る よう な 何 か 、 あ な た が 頼り に し て 、「 こ 
れ が 、 私 の 真実 で す 。 こ れ が 、 私 と いう 存在 で す 。 そ し て 、 こ の 
土台 か ら 、 私 は 、 新しい エネ ルギー へ 進出 し ます 。」 と 、 言え る 
よう な 、 何 か を 。 何 が 、 起こ り ま すか ? そん な 土台 は 、 見 つか 
り ま せん 。 こ こ 数 週間 、 あ な た は 、 自 分 の 真実 を 探し て いま し た 。 
あな た は 、 何で すか ? あな た は 、 ど こ に いま すか ? あな た に 
と っ て 、 善悪 と は 、 何で すか ? 見 つか り ま せん 。 決し て 見 つか 
り ま せん 。 理由 の 一 つ は 、 あ な た は 、 古い エネ ルギー の 目 と 、 古 
い エ ネル ギー の 審判 で 、 探し て いる か ら で す 。 で も 、 あ な た は 、 
最高 の 真実 と いう も の は な いと 、 理解 する に 至っ た か ら 、 で も あ 
り ま す 。 最高 の 真実 で ある 、 唯一 の 哲学 と か 、 宗教 と か 、 ス ピリ 
チュ アル な グル ー プ は 、 あり ませ ん 。 あな た に つい て の 、 た だ 一 
つの 真実 は 、 あ り ま せん 。 あ な た は 、 た くさ ん の 、 た くさ ん の 、 
た くさ ん の 、 た くさ ん の 真実 で す 。 あ な た 自身 の 、 ご ま か し で さ 
え 、 そ の 中 で は 、 そ れ 自 体 、 真 実 で す 。 


た ぶん 、 仮 に 一 つの 真実 が め る と し た ら 、 そ れ は 、 存在 性 、「 我 
あり 」 へ 、 戻る で し ょ う 。 と て も 基本 的 で 、 何 生年 も の 間 、 あ な 


た が 聞か され て 来 た こ と に 戻り ます 一 それ は 、 す で に 、 あな た 
の 内 に あり ます 。 あな た か 必要 と する も の は 一 すでに 、 内 に あ 
り ま す 。 ヒ ー リ ング は 一 すでに 、 あ な た の 内 に あり ます 。 マイ 
ンド を 遥か に 超え た 、 無限 の 知識 。 深い 洞察 力 。 それ は 、 あ な た 
の 直観 に 、 不 可 欠 な 部 分 で す 。 それ は 、 そ こ に あり ます 。 使え ば 、 
いい だ け で す 。 エネ ルギー と 共に 働く 能力 ー あな た は 、 当 た り 
前 に 、 で きま す 。 故 卿 を 離れ て 以来 ずっ と 、 や っ て 来 た こと で す 。 
あな た は 、 エネ ルギー に 取り 組ん で 動か す 名 人 な の で す が 、 と き 
どき 、 そ れ を 否定 し た く な り ま す 。 あ な た は 、 遠 慮 し が ち で す 。 
すべ て は 一 イエ シュ ア が 、 何 度 も 言っ た よう に 一 すべ て は 、 
すでに 、 内 に ある の で す 。 


で すか ら 、 私 た ち が 、 新しい エネ ルギー へ 進む と き に 、 こ の 問題 
は 、 あ な た が 、 そ れ に 妨げ られ る の を 許す 限り 、 何 度 も 何 度 も 、 
立ち は だ か る で し ょ う 。 あ な た は 、 内 に 持っ て いま す 。 す で に 、 
そこ に あり ます 。 


で は 、 今 日 この 日 、 一 緒 に 深呼吸 を し まし ょ う 。 


粗 多 ぐ の 密 


今日 は 、 面白 い 原動力 、 エネ ルギー の 日 で す 。 数 秘 学 的 な 観点 か 
ら は 、 特 別 ば っ と し ませ ん が (少し 笑 ) 、 私 た ち は 、 一 緒 に 新 し 
い シ リー ズ を 始め て いま す 。 今日 が 、 始 め の 日 で す 。 私 た ち は 、 
実務 的 な タイ トル を 、 この シリ ー ズ の た め に 使い ます 一 後 で 説 
明 し ます が 一 クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ シ リー ズ で す 。 も う 一 つ 
の 案 が あり ます が 、 後 で 、 お 話し し ます 。 実務 の タイ トル で す 一 
クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ シ リー ズ 。 


これ は 、 始 まり で す 。 興味 深く 、 そ し て 、 と て も 適切 な こと に 、 
この シャ ウド は 、 新しい シリ ー ズ の 始ま り で あり 、 また 古い エネ 
ルギー の 、 最 後 の シ ャ ウド で も あり ます 。 始 まり で ある と 同時 に 、 
終わ り で す 。 始ま り ま す ・・・ 終 わり ます 。 こ れ は 、 間 も な く や 
っ て 来る 、9 月 1 8 日 と いう 日 の 後に 、 あな た が 続い て 見 て ゆく 
こと を 暗示 し て いま す 。 


今日 の シャ ウド の 主 な ポイ ント の 一 つ を 示す 、 重 要 な 例 と し て 、 
この 言葉 を 使い ます ーー すべ て は 、 多 面 的 で す 。 また も 、 極め て 
シン プル に 見 えま す 。 で も 、 新しい エネ ルギー へ 踏み 出し て ゆく 
時 に 、 憶え て お くべ き 、 大 切な こと で す 。 な ぜ な ら 、 現時 点 の 地 
球 に は 、 も の ご と に は 、 一 つの 面 (ファ セッ ト ) し か な い 、 と い 
う 幻 想 が ある か ら で す 。 


あな た は 、 木 を 見 ます 。 た だ の 木 で す 。 それ が 一 つの 面 で す 。 ち 
ょ っ と の 間 、 常 緑 樹 か 、 松 の 木 を 、 思 い 浮 か べ て くだ さい 。 まだ 、 
そこ に は た くさ ん の 、 た くさ ん の 面 が あり ます 。 平均 的 な 人 は 、 
目 に 見 える 物 が 当たり 前 だ と 、 思っ て いま す 。 彼ら は 、 木 が 土 か 
ら 生 えて いる の を 見 て いま す 。 彼ら が 見 て いな いも の で 、 この 多 
面 的 な 対象 に 欠か せな い 部 分 と は 、 表 面 下 に ある も の 一 根っこ 
で す 。 土 の 表 面 よ り 上 に ある すべ て に 、 滋養 を 与え 、 育 て 、 渦 き 
を 癒し て いる 、 根っこ で す 。 目 で は 見 る こと が で き な い の は 、 木 
の 内 部 で す 。 表皮 を 通っ て 木 部 へ 、 針 状 葉 の 内 部 へ 。 そこ に 、 あ 
る も の で す 。 た くさ ん の 面 が 、 あ り ま す 。 


その まっ た く 同 じ 木 に 、 物理 的 現実 の 外側 に ある 、 他 の 部 分 が あ 
り ま す 。 触 れる こと も 、 見 る こと も 、 感 じ ? る こと さえ も で き な い 、 
何 千 も の 枝分かれ し た 部 分 が ある と 、 言え る か も 知れ ませ ん 。 そ 
れ ら は 、 そ の 木 を 取り 巻い て いる エネ ルギー で 、 で きた 通路 、 あ 
る い は 、 卵 の 中 に 存在 し て いる の で す 。 そ れ ら は 、 現 実 の も の で 、 
すべ て 、 木 の 一 部 で す が 、 ほ と ん どの 人 は 、 た ぶん 目 で 見 る だ け 
で 、 ご く た ま に 、 触 っ た り 、 匂 い を 喚 い だ りす る こと が あっ て も 、 
その 先 へ 、 行 く こ と は 、 決 し て あり ませ ん 。 


これ は 、 新しい エネ ルギー に 入っ て 行く の に 、 大 切な ポイ ント で 
す 一 あら ゆる も の に は 、 た くさ ん の 面 が あり ます 。 私 た ち は 、 
ここ に いる みな さん を 、 表面 に 見 えて いる も の だ け で な く 、 他 の 
すべ て の 面 も 、 観察 し 始め る よう に 励ま し て 行き ます 。 クラ イオ 
ン は 、 こ う 表 現し ます 、「 も の ご と は 、 い つも 見 た 通り と は 限り 
ませ ん 。」 あな た が 知覚 し て いる 現実 の 切片 は 、 し ば し ば 完全 
な スト ー リ ー か ら は 、 ほ ど 遠 い 、 と いう 意味 で す 。 ち ょ うど 、 あ 
な た が 、 自 分 は 、 こ この 椅子 に 座っ て いて 、 こ っ くり し な が ら 、 
私 が 、 い つ に な っ た ら 話 の 要点 に 辿り 着く ん だ ろう 、 それ に し て 
も 、 ここ は 暑い な 、 と 思っ て いる の と 同じ こと で す ー カウ ルド 
ラ は 、 そう 思っ て いま す ! あな た の こと で は 、 な いで すね ( 多 
く の 笑 、 ト バイ アス お も し ろ が る ) ! あな た は 、 た っ た 一 つの 
面 だ け を 知覚 し て いて 、 た ぶん 、 そ れ は 、 小 さ な 人 間 の 一 面 で す 。 

それ は 、 あな た の 不可 欠 な 部 分 で は あっ て も 、 あな た の すべ て で 
は 、 な い の で す 。 


新しい エネ ルギー が 現れ る に し た が っ て 、 部 分 的 な 新しい エネ ル 
ギー や 、 そ れ が 実現 し た 部 分 を 、 人 間 の 古い 知覚 で 、 知る こと に 
な る で し ょ うー 目 や 、 耳 や 、 脳 で ー デー タ を 集め て 応用 し て 、 
も の ご と を 解釈 する た め に 、 これ まで 、 あな た が 使っ て 来 た 方 法 
で 。 で も 、 新しい エネ ルギー で 、 何 が 特に 変わ る か と 言う と 、 次 
元 が 多面 的 に な る 、 と いう こと で す 。 特 に 、9 月 1 8 日 以降 に 、 
この 現実 に や っ て 来る も の ご と が 、 変わ り ま す 。 


その 日 以降 に 生ま れる 子供 、 そ の 日 以降 に 生え て 来る 新しい 木 、 
その 日 以降 に 工場 で 生産 され る 物 は 、 新 し い エ ネル ギー の 要素 を 
携え る よう に な り ま す 。 ほとん どの 人 が 、 その 古い エネ ルギー の 
一 面 、 ま た は 、 次 元 的 特性 の 一 つ を 知覚 する 一 方 で 、 あ な た が た 
シャ ー ン ブラ は 、 多 次 元 の 多く の 面 を 見 始め る こと が で きま す 。 
あな た は 、 た だ 表面 上 に 見 える も の 以上 に 、 遥か に 超え た と ころ 
か ら 、 あ ら ゆ る 方 向 と 角度 か ら 、 そ の 下 に ある も の を 、 知覚 し 始 
め る こと が で きる よう に な り ま す 。 


あな た は 、 単に 選択 し て 、 すべ て は 多面 的 で ある と 認識 する こと 
に よっ て 、 こ れ を や り ま す 。 すべ て の も の に は 、 た くさ ん の 、 た 
くさ ん の 階層 や 面 が あり ます 。 これ ら の 、 すべ て の 異な る 面 の 内 
側 に ある も の は 、 そ れ だ け 多 く 、 あ ら ゆ る 現実 の 性 質 の 、 完全 な 
理解 を 、 あ な た に も た ら す で し ょ う 。 特に 、 あ な た に つい て 、 あ 
な た の すべ て の 面 に つい て 、 も っ と 良く 理解 させ て くれ る で し ょ 


うら 


すべ て の も の の 多面 的 な 性 質 を 探求 する と き に は 、 意識 的 に な っ 
て 、 床 を 、 た だ の 床 と 見 な いこ と を 、 自 分 自身 に 許し て くだ さい 、 

いい で すか 。 床 の 下 に は 、 何 か あ り ま す 。 床 の 側 面 に も 、 何 か あ 
り ま す 。 こ の 床 は 、 三 次 元 に 存在 し ます が 、 他 の 、 だ いた い 9 0 
0 の 次 元 に も 、 同時 に 、 存在 し な けれ ば 、 こ こ に は 、 存在 し て い 
ませ ん 。 と ころ で 、 次 元 は 、 線 形 で は あり ませ ん 。 1 、2、3、 
4 、5 と 、 繋が っ て いる の で は あり ませ ん 。 次 元 は 、 絶え ず 渦 を 
巻い て 、 動 いて 、 移 り 変 わっ て いま す 。 お 互い に 交差 し て いま す 。 

と きど き 、 まっ た く 同 じ に 見 える 次 元 で も 、 それ が 分 裂 し て 、 そ 
れ ぞ れ の 方 向 へ 行く 前 か ら 、 す で に 異な る 次 元 な の で す 。 


あな た が 、 多 次 元 の 性 質 を と て も 、 と て も 注意 深く 見 る よう に な 
る と ・・・ 私 た ち は 妖 精 の よう な 、 ぼん や り し た 見 方 に つい て 話 
し て いる の で は あり ませ ん 、 新 し い エ ネル ギー の 物理 学 に つい て 、 
お 話し し て いま す 。 あ な た が 、 多 次 元 の 多く の 面 に 気づい て 、 先 
へ 進む こと を 選択 する と 、 私 た ち が 前 回 の シャ ウド で 、 お 話し し 
た 、 今や 家 に 戻り つつ ある 、 あな た 自身 の 多く の 面 を 、 見 始め る 
で し ょ う 。 あ な た は 、 も う 、 小さ な 人 間 の 必要 性 や 、 小 さ な 人 間 
の ドラ マ や 、 幸せ に な る 必要 の ある 、 小さ な 人 間 と し て 、 自分 を 
見 な く な り ま す 一 苦痛 な く 、 た だ 生き 延び る だ け 、 と いう 意味 
の 人 間 と し て は ね ( 笑 ) 。 


あな た は 、 新しい エネ ルギー の 中 で 、 あ な た の 真 の 姿 を 見 始め る 
で し ょ う 。 咲き 誇る 素晴らし い 花 の よう に 、 大 きく 開い て 、 気 づ 
く で し ょ う 。 ク ツ ミ な ら 、 こ う 言 う で し ょ う 。 あな た が た は 、 こ 
れ ま で 、 いく つか の も の ご と に 対し て 、 何と 愚か が だ っ た こと で し 
よう 、 な ぜ な ら 、 小さ な 人 間 だ けが 、 唯一 、 注意 を 向け られ る 面 
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で 、 あ な た が 知覚 する 、 現実 を 創造 する 能力 を 、 託さ れ た 唯一 の 
面 だ っ た の で すか ら 、 と 。 あ な た は 創造 に お いて 、 自 分 が 、 い か 
に 素晴らし いか 分 か り 始 め る で し ょ う 。 そ こ で は 、 格 闘 は な いし 、 
自分 が 創造 し た も の で 、 苦し む 必 要 も あり ませ ん 。 飽き 飽き する 
必要 も あり ませ ん 。 創造 は 、 と て も スム ー ズ に 、 雄弁 に 為 され る 
こと が で きる の で す 。 


で も 、 あ な た の 内 で 、 と て も 興味 深い 質問 も 、 持ち 上 が る で し ょ 
う 。 こ れ は 、 あ な た の 評議 会 を 、 招 集 する 場面 で す 一 すべ て の 、 

あな た の 。 小さ い 人 間 だ け の じゃ あり ませ ん 、 そ れ は 、 悪い 評議 
会 で す (少し 笑 ) 。 あな た の 過去 世 の 相 を 含む 、 す べ て の 相 で す 。 

ご 存じ の 通り 、 そ れ ら は 、 膨 大 な 知恵 を 持っ て いま す 。 それ ら の 
諸相 を 、 呼び 戻し て 見 て みる 時 で す 一 さて 、 今度 は 、 あ な た に 
と っ て 、 何 が 大 切 で すか ? 


小さ い 人 間 は 、 あな た の 必要 や 願望 や 、 幸せ に な る た め の リ スト 
を 、 あ お り 立 て て 来 ま し た が 、 小 さい 人 間 を 幸せ に する も の は 、 
必ず し も 、 魂 を 幸せ に し な いこ と に 、 気づい て いま し た か ? い 
いで すか 、 小さ い 人 間 は 、 と て も よく 、 小 さい 人 間 の 計画 と 、 小 
さい 人 間 の 目標 を 立て て 、 図 を 描き 、 小さ い 人 間 の 一 日 の 一 瞬 一 
瞬 が 、 ど う あ る べき か を 決め て いま す 。 そ れ か ら 、 そ れ は 、 起き 
な いわ け で す 。 それ で 、 小さ い 人 間 は 、 ス トレ ス が 溜まっ て 、 何 
が 間違っ て いる ん だ ろう 、 と いぶ か り ま す 。 


その と き 小 さい 人 間 は 、 い つも の 態度 に 戻り ます 。 「 ど う せ 私 は 、 

ちっ ぽ け な 人 間 で す よ 。 ど こ か 遠く に いて 、 私 に は 関係 な い 、 大 
きい か みさ ま に 、 お 祈り で も し まし ょ う 。 」 小さ い 人 間 は 、 大 
きい か みさ ま と 、 交渉 を 開始 し ます が 、 ぜん ぜん うま く 行 きま せ 
ん 。 それ で 、 小 さい 人 間 は 、 すご く 落 胆 し ます 。 自分 に 魂 が ある 
よう に 感じ られ な いし 、 魂 も 聞い て くれ て いた よう に は 見 えま せ 
ん 。 小 さい 人 間 は 、 大 きい か みさ ま を 、 本 当 に 信じ て いる の か 、 
よく 分 か り ま せん が 、 大 きい か みさ ま を 信仰 し な けれ ば な ら な い 
こと に 、 お っ か な びっ くり し て いま す 。 で も 、 基本 的 に 、 小 さい 
人 間 は 、 大 きい か みさ ま に 失 望 し て いま す 。 大 きい か みさ ま は 、 
お 聞き くだ さら な か っ た の で す 。 大 きい か みさ ま は 、 今日 は 、 小 
さい 人 間 が 、 お 気 に 召 さなか っ た の で す 。 た ぶん 、 小 さい 人 間 は 、 

明日 、 も う 一 度 ト ライ し な けれ ば 、 い け な い の で し ょ う 。 で も 、 
し ば らく する と 、 小さ い 人 間 は 、 そう いう ゲー ム に 疲れ て し まい 
ます 。 小さ い 人 間 は 、 ち ょ っ ぴり 、 ひね りや 歪み を 加え た こと を 
や っ て 、 大 きい か みさ まや 、 と に か く 話 を 聞い て くれ る 誰か の 気 
を 引き 始め ます 一 両親 や 、 友 達 め 、 上 司 や 、 政 府 や 、 警 官 や 、 
軍隊 ( 笑 ) 一 誰か の 気 を 引く な ら 、 何 で も や り ま す 。 小さ い 人 
間 は 、 安心 で き な い か ら で す 。 小さ い 人 間 は 、 幸せ で は あり ませ 
ん 。 


は っ きり 言っ て 、 小さ な 人 間 に 宿 る 大 き な 魂 は 、 小さ な 人 間 の 巧 
みな コン トロ ー ル に 邪魔 され て 、 ほとほと 困り 果て て いま す 。 そ 
も そ も 、 大 きい か みさ ま は 、 存在 し な い の で 、 ど うし て 気 に 掛 け 
て くれ る で し ょ う ・・・ あ な た が 、 現時 点 で 、 神 と いう 言葉 で 考 
える 意味 で の 、 大 きい か みさ ま は 。 大 きい か みさ ま は 、 大 き な 魂 
の こと で す 。 すでに 、 そ こ に あり ます 、 すでに 、 あ な た の 一 部 で 
す 。 それ で も 、 小さ な 人 間 は 、 そ こ に 、 と て も 多く の 時 間 と 注意 
を 傾け て 来 ま し た 。 その 一 つの 面 に 、 注意 が 注 が れる こと で 、 す 
べ て が 、 調律 され る よう に 求め られ ます が 、 それ は 、 一 つの 面 で 
し か あり ませ ん 。 そ れ は 、「 あ な た 」 で は 、 あ り ま せん 一 あな 
た の 一 部 で す が 一 「 あ な た 」 で は 、 な い の で す 。 


あな た が 、 新しい エネ ルギー に 、 入 っ て 行く に し た が っ て 、 小さ 
いあ な た で は な く て 、「 あ な た 」 に と っ て 、 何 が 大 切な の か を 、 
見 定め 始め る こと に な る で し ょ う 。 あ な た は 、 小 さい あな た が 、 
すべ て の あな た を 、 どれ ほど 多く の トラ ブル や スト レス に 陥れ て 
来 た か に 気づい た と き 、 本 当 に イラ イラ する こと に な る で し ょ 
う ! 


カウ ルド ラ は あき れ て 、「 こ れ じ ゃ まる で ジョ ー ジ ・ カ ー リ ン ( 訳 
計 : アメ リカ の コメ ディ アン ) の お 決ま り の オチ みた い だ ! 」 と 
言っ て いま す (大 笑 、 ト バイ アス お も し ろ が る ) 。 私 た ち は 、 そ 
れ も チ ャ ネル し て いま す よ ! 


分 か り 始 め て くだ さい 、 シ ャ ー ン ブラ 。 新しい エネ ルギー に 入る 
と 、 すべ て は 多面 的 な の で す 、 あ な た を 含め て 。 あ な た の 、 い く 
つか の 別 の 面 に 対し て 、 オー プン に な り 始 め て くだ さい 。 それ ら 
は 、 今 こ の 瞬間 の 中 へ 、 こ の 美しい 美しい 、 新しい 意識 の 時 代 の 
中 へ 、 戻 っ て 来 始め て いま す 。 魂 の あな た 、 過去 世 の あ な た 、 ス 
ピリ チュ アル な あな た 、 と て も スピ リ チ ュ アル じゃ な いあ な た を 、 
見 つめ 始め て くだ さい 。 こ れ ら 、 す べ て は 、 あ な た の 一 部 で す 。 
あな た が 、 そ れ と 戯れ て 、 遊ん で 、 あ な た が 、 小さ いあ な た より 
も 、 も っ と た くさ ん だ と 分 か る と 、 あ な た は 本 当 に 、 どれほど 自 
分 が 素晴らし い の か を 悟る でしょ う 。 あな た は 、 私 た ち が 、 こ こ 
に 8 年 間 座っ て 、 あ な た が た を 、 数 時 間 幸 せ す に する た め だ け に 、 
言葉 を 与え て 来 た の で は な いこ と を 、 悟 る で し ょ う 。 私 た ち は 、 
あな た と いう 宝石 を 、 と て も た くさ ん の 面 と 、 と て も た くさ ん の 
相 が ある 、 ダ イヤ モン ド を 覗き 込ん で 来 ま し た 。 


あな た は 、 新しい エネ ルギー に 特有 の 、 この まとまっ た 質問 に や 
っ て 来 ま す 一 で は 、 何 が 重要 な の で すか ? と ころ で 、 新しい 
エネ ルギー へ 入る 、 小さ い 人 間 は 、 二 つ の こと を し ます 。 一 つ に 
は 反逆 し ます 。 小さ い 人 間 は 、 こ れ が 好き じゃ あり ませ ん 、 な ぜ 
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な ら 、 こ れ に は 、 変化 が 伴っ て いて 、 小さ い 人 間 は 、 変化 が 嫌い 
だ か ら で す 。 その 変化 が 意味 する と ころ に よる と 、 自分 が 、 も う 
泣き 喚 く 、 小さ い ガ キ と か (少し 笑 ) 、 古い エネ ルギー の 専制 君 
主 に は 、 な れ な く な る こと を 、 小さ い 人 間 は 理解 し て いる か ら で 
す 。 


で すか ら 、 小さ いあ な た は 、 変化 に 抵抗 する 存在 で す 。 地 団 駄 を 
踏ん で 、 だ だ を こね る 、 小 さ な 子 供 の よう で す 。 小 さ な あ な た は 、 
起こ ろう と し て いる 変化 が 、 あま り 好き で は な いで す が 、 あな た 
が 新しい エネ ルギー と 呼ば れる 、 この 全体 性 へ 開か れる に し た が 
っ て 、 あ な た は 「 何 が 重要 で すか ?」 と 問う よう に な り ま す 。 
そし て 、 あ な た が 、 すでに 経験 し て 来 て いる よう に 、 始め に 起こ 
る こと は 、 も う 何 も 重要 に 思え な く な る と いう こと で す 。 何 も か 
も 。 あな た は 情熱 の 喪失 に つい て 話し ます 、 な ぜ な ら 実 は 、 情熱 
は 、 本 当 は 、 小さ いあ な た の 願望 だ っ つた か ら で す 。 そ れ ら は 全然 
情熱 で は な く て 、 小さ いあ な た が 、 自分 の 小さ い 帝 国 を 維持 し よ 
うと し て いた だ け で し た 。 小さ いあ な た の 幸せ リス ト に 限定 され 
て いる と き に は 、 真 に 意識 的 に 情熱 を 燃やす こと は 、 た い へ ん 難 
し い の で す 。 


あな た が 、「 じ ゃ あ 、 自 分 は 、 何 を や り た いん だ ろう ? 何 を 選 
ぼう ?」 と いう 問い を 追い 掛け て いる と き 、 それ は 、 し ば らく 
の 間 、 空虚 に 見 える こと に 気がつく で し ょ う 。 それ は 、 あな た が 
誰 で 、 ど ん な 可能 性 を 持っ て いて 、 隠れ よう と する 必要 は な いと 
いう 事実 を 、 知り 始め る まで 続き ます ・・・ あ る い は 、 小 さい あ 
な た が 言う こと を 、 全部 聞く 必要 は な いこ と が 分 か る まで 。 ここ 
地球 で の 、 人 生 の 最大 の 動機 は 、 も は や 食べ る 物 や 、 着 る 物 や 、 
住む 家 で は あり ませ ん 。 ある 遥か に 、 遥か に 壮大 な 領域 へ 入っ て 
行く こと が で きま す 。 


食べ 物 、 着る 物 、 住む 家 と いう 基本 アイ テム に 加え て 、 人 間 が 忘 
れ て いた も の は 、 意 識 で ある と 、 あ な た は 、 知 り ま す 。 意 識 で す 。 
人 間 は 、 それ を サバ イ バ ル の 必須 要素 と は 見 な し ませ ん が 、 絶対 
的 に そう で す 。 意識 は 、 呼 吸 の よう な も の で す 。 も し 、 あ な た が 
呼吸 し な いな ら 、 も し 、 息 を 止め る な ら 、 あ な た は 生き る の を 、 
止め ます 。 あな た が 意識 一 その 流れ 、 意識 の 自然 な 流れ を 止め 
る と 、 命 が 止ま り ま す 。 あな た が た が 、 人間 形 態 の 中 の 地球 上 の 
生活 と 呼ぶ 、 こ の 通路 を 通る 、 自然 な 、 あ な た の エネ ルギー の 流 
れ を 止め て し まい ます 。 


要点 に 戻り まし ょ う 一 あな た を 含む 、 あ ら ゆ る も の に 、 た くさ 
ん の 面 が あり ます 。 あな た が 、 そ れき を 認識 する よう に な っ て 、 新 
し い エ ネル ギー の 中 で 、 あな た が する べき こと 、 何 が 重要 か を 見 
る と 、 あ な た は 最初 に 、 何 が 重要 で な いか に 、 気づく こと に な る 


で し ょ う 。 多 く の み な さん が 、 最 近 、 こ れ を 経験 し て いる こと を 、 
私 た ち は 知 っ て いま す 。 あ な た が 人 生 で 、 何 度 も 何 度 も や っ て 、 
繰り 返し て いる も の ご と で す 。 


あな た が 、 悪 い パ ター ン を 、 何 度 も 何 度 も 何 度 も 繰り 返し て も 、 
必ず し も 良く は な ら な いと いう 経験 を 、 し た こと が あり ます か ? 
あな た が 、 古い パタ ー ン を 繰り 返し て いる と し た ら 、 その 中 か ら 
良い も の が 出 て 来る と 、 どう や っ て 考え る の で し ょ う ? メリ ー 
ゴー ラン ド に 乗っ て いる よう で す 。 あな た は 、 回 っ て 回 っ て 回 り 
続け る だ け で す 。 あな た が メ リー ゴー ラン ド か ら 降 り て 、 小さ な 
あな た の 、 意識 の 領域 の 外 へ 出 て 、 変化 し て 、 新しい 情熱 を 感じ 
る 決心 を する 時 、 そ の 時 、 す べ て は 動き 出し ます 。 


私 た ち は 、 知っ て いま す 、 シ ャ ー ン ブラ 。 あな た が た は それ を 
し て いま す 。 この メッ セー ジ の あな た の た め の バ パー ト は ー 新 
し い 意 識 へ の 道 へ と 旅立っ て いて 、 これから 、 こ の 道 へ や っ て 来 
て 、 い っ た い ど うし て 、 こ ん な 所 へ 来 て し まっ た ん だ ろう と 、 思 
う 人 た ちの た め に 、 新しい エネ ルギー の 入口 に いる 、 あな た の た 
め の メ ッ セ ー ジ で す 。 今日 の シャ ウド の 別 の パー ト は 、 小さ な 人 
間 性 の 中 で 、 道 に 迷っ て いる 人 た ち に 、 こ の 美しい 、 シン プル な 
メッ セー ジ の 種 を 詩 き ます 一 苦し ん で いる 人 た ち に 一 探し 
求め て いる 人 た ち に 一 人 生 で 新しい 意識 へ と 進ん で 行こ うと 
いう 願望 に 片足 を 置き な が ら 、 も う 一 方 の 足 は 、 古い エネ ルギー 
の コン クリ ー ト で 固め られ て 、 恐れ て いる 一 前 進 す る こと を 恐 
れ て いる 人 た ち に 。 


で すか ら 、 今日 、 あ な た が た は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 彼ら の た め に ノ 
ー ト を 書い て いま す 。 彼ら は 、 こ の 地点 へ 来 て 、 こ こ で 行き 詰 
る 、 は ず で す 、 多く の 人 が 行き 詰まっ て いま す 一 あな た が た の 
多く が 、 どん な も の か 経験 し まし た ね ー で すか ら ノ ー ト は こう 
で す 、「 す べ て は 多面 的 で す 。 あな た が 、 こ の 瞬間 に 知覚 し て い 
る も の は 、 こ の 瞬間 に ある 、 すべ て で は あり ませ ん 。 も っ と た く 
さん の も の が 、 あり ます 。 あな た の 、 と て も 直線 的 な や り 方 で 見 
て いる 恐れ は 、 本 当 は 見 か け 通 り の も の で は 、 全 然 あ り ま せん 。 
あな た も 、 ま た 神 で す 。 望 む も の を 、 何 で も 選ん で 創造 で きま す 。 
私 た ち は 、 あ な た を 小さ な 人 間 と は 言い ませ ん で し た 。 あな た は 、 
神 だ と 言い まし た 。 あ な た は 、 あ な た で す 。 」 


シャ ー ン ブラ ・ ゲ ービス タン ター を 秦 盛 チ る 


それ で は シャ ー ン ブラ 、 今日 は グル ー プ で 、 一 緒 に シャ ー ン ブ 

ラ ・ サ ービス セン ター へ 行き まし ょ う 。 こ こ に 、 お 集まり の 、 み 

な さん 、 世界 中 で 一 緒 に 参加 し て いる 、 みな さん 、 後 で 、 こ れ を 
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読ん で いる みな さん 、 ス ピリ チュ アル な 意識 の 道 で 、 こ の 地点 へ 
辿り 着い た みな さん 一 この 地点 まで 一 参加 し て くだ さい 。 も 
し か し た ら 、 あ な た は 、 こ れ か ら 一 年 か 二 年 の 内 に は 、 や っ て 来 
な いか も 知れ ませ ん 。 も し か し た ら 、 こ こま で 来る の に 、 あと 5 
0 年 、 あ と 5 つの 生涯 が 、 か か っ て いる か も 知れ ませ ん が 、 今 日 、 
私 た ちと 、 お 付き 合い くだ さい 。 いく つか の 新しい 領域 を 、 探検 
し に 出掛け ます よ 。 


シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター は 、 創 ら れ た 場所 で す ・・・ 初 
期 の シャ ー ン ブラ に よっ て 創 ら れ た 、 と て も 多 次 元 の 場所 で す 。 
彼ら が 建て まし た 。 彼ら が エネ ルギー と 、 愛 と 、 真 の 情熱 か ら 組 
み 立 て た も の で す 。 彼ら が 新しい エネ ルギー より も 前 に 、 傷つい 
た と き 、 痛い と き 、 若返り と ヒー リン グ が 必要 な と き に 座っ た 場 
所 で す 。 こ の 勇敢 な パイ オニ ア の グル ー プ が 創っ た シャ ー ン ブ 
ラ ・ サ ービス セン ター と 呼ば れる 場所 に 、 今 、 私 た ち は 、 あ な た 
が た 全員 を 招待 し ます 。 


あな た が た の 何人 か は 、 こ こ へ 来 た こ と が あり ます 。 あな た が た 
の 、 何人 か は 、 この 驚く べき 多 次 元 空間 を 創造 する の を 手伝い ま 
し た 。 あ な た が た は 、 た ぶん 、 私 た ち が 、 今日 、 そ こ へ 旅 す る う 
ち に 、 そ の こと に 気がつく で し ょ う ・・・ と ころ で 、 私 た ち は 意 
識 的 に 選択 する こと で 、 そ こ へ 行き ます 。 深い 呼吸 を し て 、 意識 
的 に 選択 し て くだ さい 、 それ ほど 簡単 な こと で す 。 それ 以上 、 難 
し くし な いで くだ さい 。 そこ へ 行く た め の 手 順 と か 、 ルー ル の リ 
スト を 作ら な いで くだ さい 。 特定 の 日 と か 、 決ま っ た 食事 や 断食 
を し た 後に し か 、 行か れ な いな ん て こと は あり ませ ん 。 た だ 、 選 
択 す る だ け で す 。 新しい エネ ルギー は 、 それ ほど シン プル な の で 
す 。 


で は 、 ご 一 緒 し まし ょ う 一 過去 、 現在 、 そ し て 、 こ れ か ら 起 こ 
る 未来 に や っ て 来る みな さん 一 シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン タ 
ーー と 呼ば れる 、 こ の 場所 で 。 それ は 、 あ な た が 、 選ぶ と お り に な 
り ま す 。 大 きく も 小さ くも な れ ま す 。 ある 瞬間 は 、 野外 で 、 次 の 
瞬間 に は 、 あ な た が 見 た こと の ある 最も 美しい 、 エ ネル ギー を 、 
内 側 に 保っ て くれ る ガラ スエ 芸 に 囲ま れる こと も で きま す 、 少 な 
く と も 、 私 た ち が シ ェ ア し て いる 間 は 。 水 の 元素 、 多 く の あ な た 
が た に と っ て 、 変容 の 元素 で ある 火 、 土 の 元素 、 エ ー テ ル ( 風 ) 
の 元素 を 、 持 つこ と が で きま す 。 あ な た が 選ぶ な ら 、 い つ で も 、 
これ ら の 要素 、 す べ て を 持つ こと が で きま す 。 


シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター は 、 不思議 な 場所 で す 。 あな た 
の 場所 な の で す 。 他 の シャ ー ン ブラ の 場所 で も あり ます が 、 ルー 
ル は あり ませ ん 。 玄関 で 靴 を 脱が な く て も 、 い いで す 。 誰 の 迷惑 
に も な ら な い の で 、 吸 いた けれ ば 、 た ば こ を 吸う こと も で きま す 。 


食べ た り 、 飲ん だ り 、 瞬 想 し た り で きま す 。 そう し た いな ら 、 こ 
こ で 、 お 祈り を し て も いい ん で す よ ! あな た が 選ぶ 、 ど ん な 風 
に も な り ま す 。 


あな た は 、 シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター の 面白 い 相 を 発見 す 
る で し ょ よう 。 他 の 誰か の 権利 を 、 侵害 する 心配 を する 必要 が あり 
ませ ん 。 今 し て いる よう に 、 あ な た は 、 た くさ ん の 、 た くさ ん の 
他 の 人 た ちと 一 緒 に 、 こ こ に 、 い る こと が で きま す 。 特に 、 新 し 
い エ ネル ギー の 中 で は 、 そ の こと が 、 あな た の 周り に いる 誰か の 
創造 や 選択 を 邪魔 する こと は あり ませ ん 。 こん な こと が 、 起き る 
な ん て 驚く で し ょ う 。 地球 上 の 生活 と は 、 ず いぶ ん 違い ます ね 。 
あな た が 、 誰 か の 権利 を 侵害 し て る ん じゃ な いか と か 、 た ぶん 、 
も っ と 注意 すべ き な の は 、 誰か が 、 あな た の 権利 を 侵害 し て いる 
ん じゃ な いか と 、 頻 繁 に 周囲 を 確認 する 必要 が あり ます 。 誰 か が 、 
お か し な いび き を か いて いる と か 、 変 な 体 の 臭い が する と か 、 そ 
ん な よう な 話 で す 。 こう いう 権利 の 侵害 問題 が あり ます が 、 シャ 
ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター に は 、 あ り ま せん 。 


さて 、 私 た ち は 、 こ の 美しい 今 の 瞬間 に 、 シャー ン ブ ラ の グル ー 
プ と し て 、 シ ャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター に 集まっ て いま す 。 
あな た が た が 、 共に 深呼吸 を し て 、 安全 で 神聖 な エネ ルギー を 感 
じ る こと を 選ぶ な ら 、 そ れ は 、 と て も 適切 な が こと で し ょ う 。 


ここ シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター で は 、 あ な た は 、 あ な た に 
な る こと が 、 で きま す 。 あな た の 小さ な 人 間 が 、 必要 な も の を 指 
示す る 必要 は あり ませ ん 一 お 腹 が 空く か も 知れ な いと いう 事 、 
トイ レ に 行か な く て は いけ な いと いう 事 、 睡眠 や 、 も っ と お 金 が 
必要 だ と いう 事 一 こう いう 小さ な 人 間 の 、 いつ も の 類 わ し さ な 
し で 過ごせ ます 。 ここ シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター で は 、 あ 
な た は 、 あ な た の すべ て に 、 な る こと が で きま す 。 安全 に 、 ルー 
ル な し で 、 あ な た は 、 あ な た に な る こと が で きま す 。 それ が 、 こ 
の 場所 が 、 と て も 驚異 的 な 理由 で す 。 それ が 、 効果 の ある 若返り 
の エネ ルギー を 持つ 理由 で す 。 それ が シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セ 
ンタ ー で 、 少 し の 時 間 過 ご すこ と で 、 あ な た の 何 年 間 、 あ る い は 、 
いく つか の 生涯 に 変化 を 及ぼ し 得る 理由 で す 。 


本 戸 の グズ スト 


今日 は 、 シ ャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター で 、 私 た ちの ゲス ト を 
迎え まし ょ う 。 今日 の ゲス ト を 迎え る の で 、 あ な た が た 全員 、 一 
人 一 人 に 、 その エネ ルギー を 感じ る よう に 、 お 願い し ます 、 ル シ 
ファ ー で す ( 聴 家 ざわ めく ) 。 さあ 、 エ ネル ギー を 感じ て くだ 
さい 。 私 た ち が 、「 ル シフ ァ ー」 と いう 言葉 を 言っ て も 。 シ ョ ッ 
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ク を 与え る た め に 、 や っ て いる の で は あり ませ ん よ 。 私 た ち は 、 
ある エネ ルギー を 進め る た め に や っ て いま す 。 


と て も 多く の みな さん が 、 幼少 期 か ら 知っ て いる 、 この 存在 の エ 
ネル ギー を 感じ て くだ さい 。 ルシファー、 デビ ルー 悪い ヤツ ー 
障 落 し た 天使 。 面白 いで すね 。 堕天 使 な ん て 。 ふ マ ん 、 多 く の あ 
な た が た は 、 あ の 時 、 こ の 時 で 、 自分 が 堕落 し た 天使 の よう に 感 
じ た の で 、 そ うい う ル シフ ァ ー の エネ ルギー と 、 自分 を 同一 化 で 
きる ん じゃ な いか と 思い ます 。 


ルシファー に まつ わる 神話 は 、 と て も た くさ ん あり ます 。 名 前 か 
ら 始 め て み ま し ょ う 。「 ル シフ ァ ー」 と いう 名 前 は 、 ラ テン 語 か 
ら 来 て いま す 一 言い ませ ん が 一 「 光 の 使者 、 ま た は 、 担 い 手 」 

と いう 意味 の ラテ ン 語 の 言葉 で す 。 聖書 の 中 に は 、 ルシファー へ 
の 言及 が 、 ほ と ん ど 存 在 し ませ ん 。 何 人 か の 学者 肌 の みな さん 、 
本 当 に 調べ て 数 えれ ば 、 ゼロ に 近い で す よ 。 それ で も な お 、 ル シ 
ファ ー の エネ ルギー、 デ ビル 、 悪い ヤツ 、 爽 く 者 は 、 今 の 人 間 の 
意識 に 強く 根づい て いま す 。 そ れ は 悪魔 の 象徴 的 な 表現 で す 。 


アー ク の オー ダー の 家族 の 一 つ は 、 ル セ フ ァ (Luceffa) の オー ダ 
ー で す 。 「 多 次 元 の 諸相 に も た ら さ れ た 、 光 の 」 と いう 意味 で す 。 

言い 換え る と 、 あ な た と し て 、 今 、 地球 を 歩い て いる 、 光 と 都 知 
と いう 意味 で す 。 そし て 、 邪悪 と か 、 ネ ガ テ ィ ブ と か 、 堕落 で あ 
る よう に 見 せ か けら れ て いる の で す 。 あな た が た の 多く が 、 その 
罠 に は まっ て 、 あ な た の 魂 を つか まえ て 、 エ ネル ギー を 盗 も うと 、 
うろ つい て いる 、 こ の 存在 が いる こと を 信じ て 来 ま し た 。 で も 、 
ルシファー の 核 は 、 光 の 使者 、 あ る い は 、 新しい エネ ルギー 風 に 
言う な ら 、 意識 の 拡大 を 意味 し て いま す 。 それ は 、 あな た が た 一 
人 一 人 の 、 不 可 欠 な 一 部 で あっ て 、 何 も 恐れ る こと は あり ませ ん 。 


私 は 、 こ こ で 面白 い 注釈 を 付け て お か な けれ ば な り ま せん 。 私 、 
トバ イア ス は 、 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン と クツ ミ と ク ァ ン ・ イ ェ エン 
(観音 ) と 、 ほぼ 意見 が 一 致し て 、 こ の シリ ー ズ を 、 本 当 は 、 ル 
シフ ァ ー シ リー ズ と 、 呼 び た か っ た ん で す (聴衆 笑 ) 。 私 は 、 今 
日 の 早い 時 間 に 、 カウ ルド ラ と 座り まし た ・・・ 彼 は 、 も ちろ ん 
リン ダ の せい に し て 、 彼 女 が 認め る わけ な い 、 と 言い ます 。 で も 、 
私 た ち は 本 当 は 、 誰が 心配 し て いる の か 知っ て いま す 。 彼 は 、 私 
た ち が 考 えた こと の な か っ た 、 興味 深い 、 う まい 人 間 の 観点 を 持 
ち 出 し まし た 。 まあ 、 私 た ち は 、 そ ん な に 人 間 の 観点 を 、 考慮 し 
な いん だ けど ね (も っ と 笑 、 ト バイ アス お も し ろ が る ) ! も し 、 
これ が 、 ルシファー シリ ー ズ 、 光 の 使者 シリ ー ズ と いう こと に な 
っ た ら 、 こ の 情報 に 、 個人 的 に 関わ っ た り 、 ク リム ゾン サー クル 
に 関わ っ て いる 人 の 、 物理 的 な 財産 や 、 体 に 危害 が 及ぶ か も 知れ 
な い 、 と いう 事例 を 持ち 出し まし た 。 で すか ら 、 私 た ち が 譲 歩 し 


て 、 これ を (トバ イア ス 、 わ ざと つま ら な そう に 言う ) た だ の 「 ク 
ウォ ンタ ム ・ リ ー プ ・ シ リー ズ 」 と 呼ぶ こと に し ます (リン ダ が 
「 あ り が と う 」 と 言う 、 ト バイ アス お も し ろ が る ) 。 


で も ポイ ント は 、 私 た ちの ポイ ント は 、 本 当 に 行き 詰まっ て し ま 
っ て いる 人 た ちの 、 目 を 覚まさ せる 時 だ 、 と いう こと で し た 一 

そし て 、 こ れ が その 方 法 だ 、 と いう こと で す ! 彼ら は 、 自分 の 
や り 方 や 、 恐怖 や 、 自 分 の 悪魔 の 、 い くつ か に 、 と て も 行き 詰 ま 
っ て いま す 。 と ころ で 、 彼 ら は 、 自 分 た ちの 悪魔 を 愛し て いま す 。 

お っ と 、 あ な た も で す よ 、 そ れ が 今日 、 私 た ち が 、 こ こ に いる 理 
由 で す ( 笑 ) 。 彼ら は 、 自 ら の 悪魔 を 愛し て いま す 。 彼ら を 支配 
する 悪魔 が 、 彼ら の 神々 で す 。 悪魔 は 、 人 間 を 支配 し ます 。 で す 
か ら 、 私 た ち は 、 これ は 一 これ を ルシファー シリ ー ズ と 呼ぶ の 
は 面白 い 原 動力 に な る と 思い まし た 。 人 々 、 人 間 は 、 立ち 止ま っ 
て 、 注意 を 向け る こと に な る で し ょ うか ら 。 こ れ か ら 、 こ の 道 へ 
や っ て 来 て 、 こ の 地点 に 辿り 着く 人 た ち が 、「 ク リム ゾン サー ク 
ル は 、 今 、 ルシファー シリ ー ズ に 入っ て いま す 」 と いう 、 大 看板 
を 目 に する こと で 、 少な く と も 、 彼ら を トラ ンス 状態 か ら 目覚 め 
させ る こと に な る で し ょ う 。 ちょ っ と の 間 、 彼ら を 、 立ち 止ま ら 
せる こと に な る で し ょ う 。 


で も 、 どう いう 意味 で し ょ う 一 光 の 使者 、 意識 を 拡げ る 者 と い 
う の は ? ルシファー は 、 存在 し ませ ん 。 少 な く と も 、 そ れ を 、 
人 間 を コン トロ ー ル する 道具 と し て 使っ て 来 た 教会 に よっ て 、 描 
写 さ れ て いる ルシファー は いま せん 。 唯 一 、 存 在 す る ルシファー、 
ある い は サタ ン は 、 組 織 や 教会 や 、 そ れ を 信じ た い 人 々 に よっ て 、 
意識 の 中 で 創り 出さ れ た 姿 で す 。 で すか ら 、 ええ 、 それ は ーー 言 
うな れ ば ー 集合 的 な 相 を 、 創り 出し ます 、 イエ ス の エネ ルギー 
と 同じ よう に 。 と ころ で 、 遠い 遠い 昔 に は ・・・ イ エス 、 あ る い 
は イエ シュ ア と いう 言葉 に つい て 話し ます と ・・・ ル シフ ァ ー と 
イエ シュ ア は 、 同じ 意味 で 使わ れ た 言葉 で す 。 少し の 間 、 感じ て 
くだ さい 。2 つ の 単語 を 言い ます か ら 、 エネ ルギー を 感じ て くだ 
さい 。 


キリ スト 。 


ルシファー。 


同じ エネ ルギー で す 。 光 の 使者 で す 。 新 し い 意 識 の 担い 手 で す 。 


と も か く 、 私 た ち は 、 こ れ を クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ シ リー ズ と 
呼び ます 。 で も 、 私 た ち は み な 、 本 当 に や ろう と し て いる こと は 、 


で す 。 そ う で す 。 そ れ が 今日 、 私 た ち が 、 ル シフ ァ ー を ゲス ト に 
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し て 、 シ ャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター に 来 て いる 理由 で す 。 あ 
な た の 悪魔 を 超え て 進む 時 で す 。 」 


その こと に つい て 、 ち ょ っ と 、 お 話し し まし ょ う 。 あ な た が た が 、 
ルシファー と 呼ぶ この エネ ルギー は 、 実 は 存在 し ませ ん 。 そ れ は 、 
魂 を 食い 尽く す と いう 、 こ の 強烈 な 悪 の 存在 に 従う こと を 選ぶ 
人 々 の 集合 意識 の 相 な の で す が 、 本 当 は いま せん 。 そこ に は 、 い 
ませ ん 。 サタ ン ・・・ サ タン 一 「 英 対 者 、 反 対す る 者 」 と いう 
意味 の 古い へ ブラ イ 語 か ら 派 生 し た 言葉 で す 。 地獄 や 、 ど っ か に 
いる サタ ン は 、 存在 し ませ ん が 、 こ れ ら は すべ て 、 あ な た が た が 
認め て いる 悪魔 で す 。 あな た が た の 多く は 、 それ ら を 手放し まし 
た が 、 ま だ 、 あ る 種 の 悪魔 を 、 あ な た の 内 に 持っ て いま す 。 


今日 は 、 シ ャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター の 中 で 、 悪魔 を 見 て み 
まし ょ う 。 悪 魔 が 何 を し て いる の か 、 ど うし て 、 そ こ に いる の か 、 
な ぜ 、 あな た は 、 それら を 周り に 連れ て 歩い て いる の か を 見 て み 
まし ょ う 。 


本 訪 


た し か に 、 幅広 い 種 類 の 悪魔 が いま す 。 あな た は 、 あ な た の 諸相 
や 、 多く の 面 の 中 で 、 彼ら に 異な る 名 前 を 付け た り 、 異な る 関係 
性 を 与え た り し て いま す が 、 彼ら は 、 あ な た の 悪魔 で す 。 私 た ち 
は 、 今日 、 彼ら に 対面 し て 、 つ まり 、 彼 ら を 認識 し て 、 な ぜ 、 あ 
な た は 彼ら を 悪魔 に 仕立 て た の か 、 彼ら は 、 あ な た の も の だ 、 と 
いう こと を 理解 する よう に 、 あ な た に お 願い を し ます 。 


人 間 が や り が ちな こと の 一 つ は 、 自分 自身 の 悪魔 を 否定 する こと 
で す 。 彼ら は 誰か に 責任 転嫁 し ます 。 彼ら は 、「 こ れ は 私 の 悪魔 
な ん か じゃ あり ませ ん 。 こ れ は ルシファー で す よ 、 堕 天使 の 。」 
と 言い ます 。 ルシファー は 自分 の クラ ブ を 持っ て いま す 。 ル シ フ 
ァ ー、 サタ ン 、 あ な た が 、 ど う 呼 ん で も いい で す が 。 で 、 彼 ら は 
悪魔 に 名 前 を 付け て 、 自 分 の 外側 に 置き ます が 、 現 実は と 言う と 、 
それ は 、 あ な た の も の な の で す 。 あな た の 悪魔 で す 。 悪魔 学 ( 笑 ) 
で 最初 に 習う こと は 、 それ が 、 あな た の も の だ と 理解 する こと で 
す 。 他 に も 名 前 が ある こと を 理解 し ます 。 ルシファー や サタ ン に 
つい て 話し て みる と 、 あら ゆる 種類 の 専門 用 語 が ある の で す 。 究 
極 的 に 、 彼ら は 、 あ な た の も の で す 。 彼ら は 、 あ な た の 悪魔 な の 
で す 。 


「 で も 、 そ れ は 地獄 と 呼ば れる 場所 か ら 、 や っ て 来 て いる よ 。」 
と 、 あ な た が 言 お うと する 瞬間 、 そ こ で は 悪魔 が 、 あ な た に 取り 
混 い て いる 、 あ る 種 の 肉体 を 持た な い 存 在 で 、 あ な た の エネ ル ギ 


ーー を 抜き 取っ て いま す 。 あな た が 、 それ は エイ リア ン の 悪魔 だ と 
か 言う 瞬間 、 あな た 自身 、 よ り 大 きく て 、 も っ と 存在 感 が ある と 
いう 保証 を 、 そ れ に 与え る 瞬間 、 悪 魔 が コン トロ ー ル を 握り ます 。 
それ は 、 あ な た の 一 部 で す が 、 あ な た を コン トロ ー ル し ます 。 そ 
れ は 、 小さ い 人 間 の 相 さ え 越 えて 行き ます 。 それ は 、 小さ な 人 間 
が 、 す べ て の 注意 力 を 持つ こと を 、 も は や 許し ませ ん 。 そ れ は 、 
注意 力 を 奪い ます 。 


その 悪魔 は 、 あ な た の も の で す 。 そ し て 、 今 日 の 、 こ の 地点 で 、 
この 新しい エネ ルギー の 入口 で 、 彼ら は 、 あな た の も の で ある こ 
と を 認識 する よう に 、 私 た ち は 、 あ な た が た に 、 お 願い し ます 。 
彼ら は 、 他 の 誰 の も の で も あり ませ ん 。 


強大 な スピ リッ トー あな た に 取り 湯 い て いる ネガ ティ ブ で 邪 
悪 な スピ リッ ト は 、 存在 し ませ ん 。 あな た が た を 悪魔 の 支配 下 に 
置く グル ー プ は 、 も う 存 在 し ませ ん 。 ラジ オ ぜ 光 の 周波 数 を 操作 
する 政府 も 、 あな た の 人 生 で 、 水道 水 を 飲ま せよ うと する 外 の 悪 
魔 (少し 笑 ) は 、 存在 し ませ ん 。 すべ て の 悪魔 は 、 あ な た の も の 
で す 。 あな た を コン トロ ー ル する 経済 シス テム は 、 も う あ り ま せ 
ん 。 す べ て の 悪魔 は 、 あ な た の も の で す 。 


お 分 か り の よう に 、 あな た が 、 そ れ を 自分 の 外側 に 置く 時 、 あな 
た は 、 そ れ に 信じ られ な い 量 の パワ ー を 与え ます 。 それ で も 、 そ 
れ は 本 当 は 、 あな た の 中 に ある の で す が 、 あ な た は 、 外側 に 置い 
て いま す 。 な ぜ な ら 、 小 さい 人 間 は 、 外 側 は 、 内 側 よ り も 大 きく 
て 、 外側 は も っ と パワ フル だ と 考え が ち だ か ら で す 。 すべ て の 悪 
魔 は 、 あ な た 自身 の も の で す 。 


あな た が た が 創り 出し た 、 い くつ か の 他 の 存在 も 見 て み ま し ょ う 。 
死 の 悪魔 、 こ れ は 、 い い 例 で す 。 それ は 、 最も 普及 し て いて 、 人 
を 怖がら せる も の の 一 つ で す 。 死に つい て の 、 真 の 情報 が あま り 

に 少な いか ら で す 。 死 は 、 巨大 な ブラ ッ ク ホ ー ル な の で 、 こ の 悪 
魔 は 、 こ ん な に 怖く な っ た の で す 。 あな た の 人 生 の どの くら い の 

年 月 を 、 死 か ら 一 死 の 悪魔 か ら 逃 れる た め に 費やし て 来 ま し た 

か ? それ か ら 逃 れ よ うと し て 、 だ まさ れ ま いと し て 、 死に 神 か 
ら 隠 れ よ うと し て 、 病気 に な る まい と し て 、 車 に は ね られ まい と 

し て 。 死 の 悪魔 を 避け よう と し て 、 ど れ ほ どの 時 間 を 無駄 に し て 

来 ま し た か ? そ の 悪魔 は 、 あな た の も の で す 。 その 先 に ある も の 

へ の 、 あ な た の 恐れ で す 。 それ は 、 変化 を 望ま な い 小さ な 人 間 で 

す 。 ず っ と 、 ず っ と 永遠 に 、 同 じ ま ま で いた い 、 小 さ な 人 間 で す 。 


あな た が た が 、 こ の 命 よ り も 大 きい 死 の 悪魔 を 創り 出し まし た 。 
それ を 見 て みる 時 で す 。 あな た の も の で す 。 死 は あり ませ ん 。 移 
行 (transition) と 進化 は あり ます が 、 死 は あり ませ ん 。 で は 、 何 
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を 恐れ る の で すか ? あな た が 恐れ て いる の を 、 私 は 知っ て いま 
す 。 お 話し する 前 に 、 水 を 飲み ます ね ・・・ ( 笑 、 ト バイ アス で 
ある カウ ルド ラ が 水 を 一 口 飲む ) ・・・ な ぜ 、 あ な た が た が 、 死 
の 悪魔 を 創り 出し て 、 恐れ て いる の か を 正確 に 知っ て いま す 。 あ 
な た が た は 、 審判 を 恐れ て いる の で す 。 あな た が た は 、 自分 が 死 
ん だ ら 、 大 きい か みさ ま と 、 大 きい イエ ス さ ま (少し 笑 ) と 、 自 


分 自身 に さえ 裁 か れる と 信じ る よう に 指導 され て 来 ま し た 。 で も 、 


あな た は 、 ど の みち 裁 か れる こと に な る わけ で す 。 それ が 、 この 
死 の 悪魔 を 、 ま る まる 創り 出し て いて 、 そ れ は 、 あ な た の も の で 
す 。 そ こ を 超え て 進む 時 で す 。 


あな た が た は 、 欠 乏 の 悪魔 を 創り 出し まし た 。 私 た ち が 前 に も 、 
お 話し し た よう に 一 豊か さ の 欠如 、 人 間 関係 の 欠如 、 あら ゆる 
も の の 欠如 で す 。 あな た は 、 この 欠乏 の 悪魔 を 操作 し よう と し て 
来 ま し た 。 否 定 し よう と し て 来 ま し た 。 あ な た は 、 欠 乏 の 悪魔 の 、 
ほん の 半 歩 先 に 留まる よう に 懸命 に 働 こ うと し て 来 ま し た 。 それ 
は モン スタ ー で す 。 私 は 、 ど ん な も の か 知っ て いま す 。 


あな た は 、 夜 眠 ろう と する 時 に 、 そ れ を 恐れ ます 。 それ は 、 未 払 
い の 請 求 書 と し て 、 現れ ます 。 徴収 人 と し て 、 現れ ます 。 あ な た 
か ら 、 すべ て を 巻き 上 げ よ うと する 、 巨大 で 悪質 な 金融 機関 と し 
て 、 現 れ ま す 。 あな た は 、 この 欠乏 の 悪魔 を 、 自 分 の 外 に 置い て 、 
自分 の じゃ な い フ リ を し ます 。 あな た の 人 生 を コン トロ ー ル させ 
て し まう 段階 まで 、 それ に 信じ られ な いよ うな 、 巨大 な パワ ー を 
与え ます 。 絶え 間 な い 闘 い 、 小さ な あな た と 、 欠 乏 の 悪魔 の 、 果 
て し な い 追 いか けっ こ が 起 きる 段階 まで 。 この 悪魔 の た め に 、 ど 
れ ほ どの 時 間 を 使い 、 無駄 に し まし た か ? 


あな た が た に は 、 孤 独 の 悪魔 が いま す 。 孤 独 に な る の を 恐れ て 、 
この 悪魔 が 押し 寄せ て き て 、 暗い 奈落 の 底 に 、 た っ た 独り で 、 永 
遠 に 取り 残さ れる こと に な る の を 恐れ て いま す 。 と て も 恐ろし く 
聞こ えま す が 、 それ は 、 あな た が 独り で いる の を 難し く 思 っ た た 
め に 、 あ な た が 外側 に 置い た 悪魔 で す 。 あな た は 孤独 で す 。 あな 
た が 孤独 な の は 、 外 に いる 人 た ちの せい で は な く て 、 あ な た 自身 
の 内 側 で 孤独 だ か ら で す 。 


小さ な 人 間 は 、 寂 し くう ろ つ いて 、 友 達 を 見 つけ よう と し た り 、 
誰か 愛し て くれ る 人 を 見 つけ よう と し た り し て いま す 。 小さ い 人 
間 は 出掛け て 、 自 分 自身 の 外 へ 出 て 、 他 の 人 た ち に 、 も た れ よ う 
と し ます 。 も し 、 小さ い 人 間 と 、 すべ て の あな た が 再会 し て 、 今 
この 瞬間 に 戻っ て 来 た と し た ら 、 小さ い 人間 は 、 この 悪魔 を 持た 
な いで 済ん だ で し ょ う 。 


あな た が た は 、 狂 気 の 悪 魔 を 持っ て いま す 一 た くさ ん の 狂気 の 


悪魔 を 一 自分 は 、 気 が 狂う ん じゃ な いか と 恐れ て いま す 。 私 が 、 
今 、 言え る こと は 、 あ な た は 狂っ て いま す ( 笑 ) 、 なぜなら 、 狂 
気 は 、 あ な た の マイ ンド の 働き 方 に 関係 する か ら で す 。 そ れ で 、 
この 悪魔 は 、 あ る 意味 、 マ イン ド に 相当 する も の と し て 、 マイ ン 
ド を 拡張 さえ する も の と し て 創造 され まし た 。 あな た は 、 気 が 狂 
うん じゃ な いか と 心配 し て 、 自分 は 狂っ つて いな いん だ 、 と 言い 聞 
か せよ うと 、 数 え 切れ な い ほ どの 時 間 を 費やし 、 この 悪魔 か ら 逃 
れ よ うと し ます 。 基本 的 に は 、 遅かれ 早かれ 、 あ な た は マイ ンド 
の 中 か ら 抜 け 出さ な けれ ば いけ ませ ん 。 マイ ンド は 、 あな た で あ 
る 神 を 、 知 的 に 理解 する こと が で き な い か ら で す 。 マ イン ド は 、 
あな た で ある 壮大 さ を 、 知 的 に 理解 する こと が で きま せん 。 で す 
か ら え え 、 遅かれ 早かれ 、 そ の コン トロ ー ル を 手放し て 、 自分 自 
身 が 狂う の を 許す と いう こと で す 。 


狂気 の 悪魔 は 、 あ な た を 信頼 か ら 遠 ざけ る 存在 で す 。 それ は 、 小 
さい 人 間 の あな た が 、 あな た を 信頼 で き な く し ます 。 狂気 の 悪魔 
は 、 あな た が あな た で ある も の を 信頼 で き な い よう に し ます 。 そ 
れ は 、 あ な た に 自分 自身 を 疑わ せま す 。 それ は 、 あ な た に 正しい 
決断 や 、 間 違っ た 決断 や 、 良 い 決断 や 、 決 断 し な いこ と に つい て 、 
疑問 を 抱か せま す 。 それ は 、 あ な た が 、 本 当 に 自分 自身 を 信頼 す 
る の を 、 妨 害し ます 。 


あな た が た は 、 すべ て に つい て 悪魔 を 持っ て いま す 。 あな た を 喘 
笑 す る 他 の 人 々 の 悪魔 。 あな た は 、 こ の 悪魔 を 創造 し て 、 外 に 置 
き 、 他 の 人 々 に 力 を 与え 、 実 際 に は 、 そ の エネ ルギー を 使い ます 。 
あな た は 、 あ ざ 笑 われ る の を 恐れ て いる か ら で す 。 基本 的 に 、 小 
さ な 人 間 は 、 外 に いる 存在 を 通し て 、 他 の 人 々 を 通し て 、 自 分 の 
アイ デン ティ ティ を 得る か ら で す 。 で すか ら 、 小さ な 人 間 は 、 外 
側 の 世界 を 通し て 、 自己 の 認識 を 育て よう と し ます 一 他 の 人 々 
の リア クシ ョ ン や 、 他 の 人 々 と の 関係 を 通し て 。 それ で 、 小さ い 
人 間 は 、 員 笑 され る こと 、 笑 われ る こと 、 軽 藤 さ れ て 、 バ カ に さ 
れる こと 全体 の 悪魔 を 創造 し ます 。 それ は 悪魔 で す が 、 あな た の 
も の で す 。 あな た の 外側 に 、 あ る あら ゆる も の の せい に する の を 、 
止め て くだ さい 。 


悪魔 の リス ト は 、 ま だ まだ 続き ます が 、 全 部 、 あ な た の も の で す 。 
あな た の 外側 に ある も の で 、 あな た を 本 当 に 傷つけ られ る も の は 、 
何一つ 存在 し ませ ん 。 あな た の 外 に 、 悪魔 は いな い の で す 。 他 の 
人 々 は 、 彼ら の 悪魔 を 持っ て いま す が 、 彼ら の 悪魔 が 、 あ な た の 
悪魔 を 滅ぼす こと は あり ませ ん 。 悪魔 は あな た の も の で す 。 


開 魔 に 大 盛 ナ る 
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それ を 見 て みる 時 で す 。 彼ら の エネ ルギー を 感じ て みる 時 で す 。 
彼ら を 、 た っ た 今 、 招待 する 時 で す 一 私 た ち が 座 っ て いる シャ 
ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター の 中 へ 。 あ な た の 悪魔 は 、 何 で すか ? 
あな た は _ 何 を 恐れ て いま すか ? 肉体 の 痛み を 恐れ て いま す 
か ? 痛み の 悪魔 で す 。 あ な た は 、 痛 み は 外 か ら や っ て 来る も の 、 
痛み は 誰か か ら 、 加え られ る も の と 思っ て いる の で 、 そ れ か ら 交 
げ て いま す 。 で も 、 あな た は 、 ど れ ほ ど 数 え 切れ な い 時 間 や 日 数 
や 年 数 を 、 痛 か か ら 逃 れる た め に 費やし て 来 ま し た か ? と ころ 
で 、 そ れ は 、 幻 想 で す 。 痛 み 、 そ れ 自 体 は 、 幻 想 で す 。 


あな た の 悪魔 は 、 何で すか ? この 安全 な 空間 に 座っ て 、 私 た ち 
が ルシファー を 招い た よう に 、 彼 ら を 招く こと が で きま すか ? 


可笑し いこ と に 、 私 の 時 代 に は 、 この ネガ ティ ブ な 外 に いる スピ 
リッ ト の 名 前 は 、 ベ ル ゼ バブ (Beelzebub) で し た 。 そ れ が 不愉快 
で 意地 の 悪い スピ リッ ト だ な ん て 信じ られ ます か ? バブ な ん 
て (聴衆 笑 ) ! ベル ゼ バ ブ 。 何 て 名 前 で し ょ う 。 明らか に 、 
その 呼び 名 は 、 変わ り ま し た 。 ルシファー の 方 が 、 か っ こい いし 名 
前 で す ー サタ ンー 少な く と も 、 ベ ル ゼ バブ で は あり ませ ん 。 
あと で 、 ひ どい 悪魔 に な る 、 初 心 者 の 名 前 で す 。 


あな た の 悪魔 は 、 何 で すか 、 シ ャ ー ン ブラ ? 彼ら は 、 何 で すか ? 
今 確か め て くだ さい 。 彼ら は 、 みな そこ に いま す 。 あ な た は 感 
じ る こと が で きま す 。 それ は 健康 の こと で すか ? あな た が 恐 
て いる の は 、 何 で し ょ う ? 


みな さん の 多く は 、 何 か が 、 あ な た を 消耗 させ る と いう よう な 、 
この ほとん ど 説 明 の つか な い 悪 魔 を 持っ て いま す 一 外 に いる 

何 か ー それ が 入っ て 来 て 、 あ な た を 食い 尽く さん と し て いま す 。 
教会 が 、 こ れ を サタ ン や ルシファー を 通し て 、 あな た の 魂 を 永遠 
に 奪い 去る 存在 と し て 描写 し て いま す 。 


どん な 魂 も 、 他 の 魂 を 奪い 去る こと な ど で き ませ ん 。 うま く 行 き 
ませ ん 。 た だ 、 そ うな ら な い の で す 。 え え 、 少し の 期間 、 そ の 幻 
想 を 創り 出す こと は で きま すけ ど 、 究極 的 に は 、 ど ん な 存在 も 、 
あな た の 魂 を 永 速 に 所 有する こと は で きま せん 。 じっさい 、 誰 も 
永遠 に 持っ て いた いな ん て 思い ませ ん よ ( 笑 ) ! 彼ら が 魂 を 集め 
て 、 何 を する と 言う ん で し ょ うか ? くだ ら な い 魂 の パー ティ ー 
を 開き ます か ? (も っ と 笑 、 ト バイ アス お も し ろ が る ) 


良い ニュ ー ス は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 私 た ち は 、 こ こ シ ャ ー ン ブラ ・ 
サー ビス セン ター に 座っ て 、 悪 や 悪魔 や 、 ルシファー や サタ ン に 
つい て 語り な が ら 一 笑え る 、 と いう こと で す 。 私 た ち が 、 ど ん 
な に 遠く まで 来 た か 、 分 か り ま すか ? あな た が た は 、 ほん の 数 


年 前 まで は 、 こ れ ら の 存在 か ら 輝 げ て 、 こ れ ら の 悪魔 か ら 逃 げ て 、 
時 間 を 無駄 に し て いた こと に 気づい て いま すか ? 私 た ち は 、 今 
や 、 こ こ に 座っ て 言う こと が で きま す 、「 い や あ 、 あ れ は 私 の 悪 
魔 な ん で す よ ! 彼ら は 、 壮 大 な 創造 物 で し た 。 」 


で も みな さん 、 それは 、 まる で 空気 式 の 、 か わい く な いり い 特 大 風船 
人 形 か ら 、 空 気 を 抜く よう な も の で 、 そ れ が 、 今 、 私 た ち が し て 
いる こと で す 。 大 きく て 、 怖く て 、 あ な た の 魂 を 、 永久 に 奪い 去 
る こと が で きる ほど 怖く 見 えた 、 それ ら の 悪魔 は 、 た だ の 熱気 球 
で す 。 私 た ち は 、 今 、 空 気 を 抜く こと が で きま す 。 そう する に は 、 

彼ら が 、 あ な た の も の で ある と 認識 する こと が 重要 で す 。 あな た 
が た が 、 こう いう 陰謀 だ と か 、 エイ リア ン だ と か ・・・ あ な た が 、 

自分 に 邪悪 な 存在 が 取り 潤い て いる と か 、 く っ 付い て いる と か 、 
どこ に で も 、 追い 掛け て 来る と か 、 私 に 言う と き ・・・ 私 は 首 を 
振ら な けれ ば な り ま せん 。 私 は 、 こ う 言 わな けれ ば な り ま せん 、 
「 で も 、 そ れ は 、 た だ 、 あ な た で す 。 そ れ は 、 た だ 、 あ な た で す 
ー あな た が 好き じゃ な い 、 あな た の 一 部 、 あな た が 強大 な パワ 
ーー を 与え て し まっ て いる 部 分 二 で も 、 そ れ は 、 た だ の 、 あ な た 
で す 。 』 


あな た が 、「 私 に は 、 昔 か ら 、 私 の 人 生 を コン トロ ー ル し て いる 
グル ー プ が いる に 違い あり ませ ん 。 その せい で 、 私 は クリ エイ テ 
ィ ブ に な っ た り 、 成 功 し た り で き な い の で す 」 と 言い 始め る と 、 
私 は た だ 、「 で も 、 そ れ は 、 あ な た の 悪魔 で す 。 そ れ は 、 あ な た 
で す 」 と 、 言 わな けれ ば いけ ませ ん 。 う て ん 、 そ れ は 、 た ぶん 、 
過去 世 か ら 来 た も の か 、 た ぶん 、 どこ か の 時 点 で 経験 し た 悪い こ 
と か ら 来 て いる の で し ょ う 一 お金 を な くし た り 、 お金 で バカ げ 
た こと を や っ て みた り 、 ギャ ン ブ ル で すっ ちゃ っ た り 、 無駄 に し 
た り 、 何 か 、 ほん と に 悪い も の に 投資 し た り し て 一 で も 、 あ な 
た の も の で す 。 


あな た が 、 そ うい う 種 類 の パワ ー ゼ 支配 権 を 、 外側 の 存在 に 与え 
る 時 、 今度 は 、 そ れ が 悪魔 と 呼ば れ て 、 あ な た は 、 そ の 支配 下 に 
置か れる こと に な り ま す 。 小さ い 人 間 が 、 その 恐れ や 生き 延び る 
こと へ の 願望 か ら 、 外側 の 悪魔 が 人 生 で リア ル に な る こと を 受け 
入れ る 時 、 それ は リア ル で す 。 あ な た は 追い 掛け られ ます 。 あな 
た の 人 生 で 、 これ ら す べ て の ドラ マチ ッ ク で 課 略 的 な 出来 事 が 起 
こり ます 。 


で も 、 た っ た 今 、 私 自身 や ク ァ ン ・ イ ェ エン や シャ ー ン ブラ に ーー ル 
シフ ァ ー に も 一 取り 囲ま れ て いる 、 シ ャ ー ン ブラ ・ サ ービス セ 
ンタ ー の 中 で 立ち 止ま る 時 、 そ し て 、 こ れ ら の 悪魔 、 彼ら の すべ 
て が 、 あな た の も の で ある こと を 認識 する 時 、 外側 の 影響 力 は あ 
り ま せん 。 どれ だ け 信 じたい と 思っ て も 、 あな た を 支配 する 外側 
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の 影響 力 は 、 存在 し ませ ん 。 あな た の 小さ な 人 間 を 支配 する と い 
う 認 識 は あり ます けど 、 そ れ は 、 た だ の 認識 に 過ぎ ませ ん 。 


逆 麻 を 受 診 し 解 災 チ る 


さて 、 も し 、 あ な た が 選ぶ な ら 、 私 は 今日 、 実に 大 き な 一 歩 を 踏 
み 出 すこ と を 、 あな た に お 願い し ます 一 も ちろ ん 、 すべ て は 選 
択 で す 。 これ ら の 悪魔 を 認識 し て 解放 し て くだ さい 。 手放し て く 
だ さい 。 彼ら を 手放し て くだ さい 。 彼ら は 信じ られ な い ほ ど 複 雑 
な ゲー ム 、 あ る い は 創造 で 遊ん で いる 、 あな た の 面 で す 。 その 創 
造 は 、 と て も 大 きく て 、 と て も 複雑 で 、 と て も リア ル に な っ て い 
る の で 、 あ な た は 、 そ れ を 信じ ます 。 あな た は 、 そ れ が 唯一 の 面 
だ と 信じ ます が 、 す べ て は 多面 的 で ある こと を 思い 出し て くだ さ 
い 。 少し の 間 、 多 面 的 な 現実 の 球体 を 、 回 し て みて くだ さい 。 一 
つの 面 だ け 見 る の を 止め て 、 回 転 さ せ て くだ さい 。 あら ゆる 視点 
か ら 見 て くだ さい 、 い いで すか 。 そう し た ら 、 あ な た は 理解 し ま 
す 、 ク ライ オン が 言う よう に 、「 も の ご と は 、 い つも 見 た 通り と 
は 限り ませ ん 。」 


悪魔 は 存在 し ませ ん 。 あな た が 、 起こ る こと を 望ま な い 限 り 、 あ 
な た を 消耗 させ よう と する 邪悪 な 陰謀 は 、 存在 し ませ ん 。 それ ら 
の 悪魔 は 、 あ な た の も の で す 。 私 た ち が 、 新しい エネ ルギー に 歩 
み 入 る 前 に 、 それ を 認識 する こと が 大 切 で す 。 いく つか と か 、 ほ 
と ん どの 、 で は な く て 、 そ れ ら すべ て を で す 。 す べ て の 悪魔 は 、 
あな た の も の な の で す 。 


さて 、 反 対 意見 が 聞こ えま す 。「 で も トバ イア ス ・・・ で も トバ 
イア ス ・・・」 誰 が 話し て いる ん で すか ? 小さ な 人 間 で す 。 小 
さ な 人 間 は 、 こ れ ら の も の を 信じ て いた い の で す 。 実は 、 こ の 悪 
魔 や モン スタ ー と いう も の に 大 き な 豆 び や 満 足 を 見 出し て いる 、 
小さ な 人 間 で す 。 お 分 か り で すか 、 じ っ さい 、 悪魔 と いっ た 、 こ 
の 概念 は 、 小さ い 人 間 に 信 混 性 を 与え る の で す 。 それ は 、 小さ い 
人 間 の 生活 を 、 よ り リ アル に 、 よ り 夢 中 に な りや すく 、 より ドラ 
マチ ッ ク に し て 、 た くさ ん の エネ ルギー を 吸い 上 げ ま す 。 小さ な 
人 間 は 、 エネ ルギー を 吸い 上 げ て 、「 悪 魔 が 、 私 を つか まえ に 来 
る 」 と 言い ます 。 みな さん は 、 小さ な 人 間 を 救い 出す 必要 が あり 
ます 。 そ れ は 、 あ な た 自身 の 、 す べ て の 別 の 面 や 相 を つか まえ て 、 
その 幻覚 の 中 へ 、 そ の 物語 の 中 へ 巻き 込 も うと し ます 。 


あな た の 物語 の 多く も また 、 あ な た の 悪魔 で す 。 あ な た が た は 、 
みな 物語 を 持っ て いま す 。 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン の より も 、 すご 
い の は な いけ れ ど ( 笑 ) 、 あ な た が た は 、 み な 物語 を 持っ て いま 
す 。 過去 世 の 物 語 、 地球 以前 の 物語 、 こ の 人 生 の 物語 。 そ れ ら の 


物語 は 、 あな た の 経験 の 基盤 の 一 部 分 で す 。 物語 を 持っ て いる の 
は 、 小さ い 人 間 の 、 あな た だ け で は な く て 、 あ な た の すべ て の 面 
や 相 も 物語 を 持っ て いま す 。 小さ い 人 間 は 特に 、 物語 を 持ち 出す 
の が と て も 、 と て も 得意 で す 一 過去 の 経験 を 一 そし て 、 そ れ 
ら を 悪魔 に 変え 、 そ の 物語 を 、 と て も 手 に 負え な いも の に し て 、 
その 相 自 体 が 、 と て も 優勢 に な か る よう に し て 、 それ が 、 あな た を 
台無し に 、 あ る い は 実際 に 一 な ん と 言い まし ょ う 一 「 あ な た 」 
を 、 今 世 の あな た を 、 窒息 させ ます 。 あな た は 、 物語 に と て も 駆 
り 立 て られ る の で 、 あ な た は 、 そ れ も ま た 、 悪魔 だ と 呼ぶ か も 知 
れ ま せん 。 物語 が 、 あ まり に も 大 きく な っ て 、 あ まり に も 手 に 負 
えな く な っ て 、 あま り に も 魅惑 的 に な っ て 、 あま り に も 古い エネ 
ルギー の 中 で 行き 詰まっ て し まっ て 、 あ な た は 、 その 物語 を 生き 
続け な けれ ば な ら な いと 考え ます 。 それ は 悪魔 で す 。 あな た の も 
の で す 。 た ぶん 、 そ れ も ま た 、 手放す 時 で し ょ う 。 


私 た ち が 、 新 し い エ ネル ギー の 門 を くぐる な ら 、 そ れ ら の も の は 、 
すべ て 捨て る 時 で す 。 それ を する と 、 何だ か カエ ル に キス する み 
た い だ な と 分 か る で し ょ う (少し 笑 ) 。 結局 、 それ ほど 酷い こと 
で は な か っ た と 、 分 か る で し ょ う 。 それ は 、 あ な た が 与え た 分 以 
外 に は 、 パワ ー ゼ や 支配 力 を 持っ て いま せん で し た 。 あな た の すべ 
て の 悪魔 、 あ な た の すべ て の 物語 は 、 実際 、 その 中 に 新しい エネ 
ルギー の 真珠 を 持っ て いる こと を 、 発 見 する で し ょ う 。 あな た の 
も の と し て 、 その 悪魔 に 対面 し た 瞬間 まで は 、 た ぶん 知る こと が 
で き な か っ た 、 祝福 が 、 内 部 に 含ま れ て いる こと を 発見 する で し 
ょ う 。 


夜 の 夢 の 中 で 、 また 夜 、 は っ きり 目 が 覚め て いる 時 に 、 暗闇 の 中 
で 、 あ な た が 逃げ 続け て きた すべ て の も の 一 誰か が 、 あ な た を 
つけ て くる 、 追 い 掛 け て くる と いう 恐怖 一 あな た が 所 有 し て 来 
< 悪魔 。 今 は 、 あな た の た め の 時 間 で す 一 小さ な 人 間 で は な く 
て 、 あな た 、 こ この 椅子 に 腰掛 け て いる 神聖 な 人 間 一 深呼吸 を 
し て くだ さい 。 比較 的 に 、 あな た が 選ぶ な ら 、 そ の エネ ルギー の 
錠 を 開け る の を 想像 し て くだ さい 。 それ は 、 古く て 詰まっ た エネ 
ルギー で す 。 鍵 を 持っ て いた の は 、 悪 魔 で は あり ませ ん で し た 。 
ずっ と 鍵 を 持っ て いた の は 、 あ な た で し た 。 あな た が 選べ ば 、 い 
つ で も 鍵 を 開け る こと が で きた は ず で す 。 あな た の 一 部 、 小さ な 
人 間 は 、 と て つも な く ゲ ー ム に の め り 込 ん で いま し た 。 


この 新しい エネ ルギー へ の 扉 を 通る に は 、 そ の ゲー ム を 手放す こ 
と 、 あ な た の 悪魔 の 古く て 詰まっ た その エネ ルギー を 手放す こと 
が 重要 で す 。 あな た が 、 その 行き 詰まっ た 悪魔 の エネ ルギー を 解 
いて も 、 物語 を 手放し て も 、 それ ら は 、 も っ と 大 きい 悪魔 に な っ 
た り 、 も っ と 大 きい 物語 に な っ た り は し ませ ん 。 それ ら は 、 あな 
た に 戻っ て 来 て 、 も う 、 あな た か ら 抜 き 取 っ た り 、 あ な た を 怖 が 
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ら せ た り 、 コ ント ロー ル し た り し な いや り 方 で 、 あな た の 純粋 な 
エネ ルギー に 戻り ます 。 実に 、 こ こ で 、 あ な た に 奉仕 する 純粋 な 
エネ ルギー に 戻り ます 。 それ は 、 新しい エネ ルギー の あり 方 で あ 
な た に 奉仕 する の で す 。 


私 た ち は 、 この 長い シャ ウド の 始め の 方 で 言い まし た 。 特別 に 9 
月 18 日 (2007 年 ) 以降 に 生ま れる か 、 創り 出さ れる か 、 想 
像 され る か 、 開発 され る も の は 、 新しい エネ ルギー の 要素 、 あ る 
い は 可能 性 を 持つ と 、 私 た ち は 言 いま し た 。 それ に は 、 あな た が 
する 、 すべ て も また 含ま れ ま す 。 すべ て の 思考 、 夜中 に 見 る すべ 
て の 夢 、 手 や 声 を 使っ て あな た が 創造 する すべ て の も の 、 あな た 
が マイ ンド の 中 で 創造 する 、 すべ て の も の さえ も 、 すべ て 新しい 
エネ ルギー の 要素 を 持ち ます 。 


あな た が 自分 の 悪魔 か ら 、 自由 に な る と 、 あな た が 、 そ れ ら を 認 
識 す る と 、 あ な た が 、 そ れ ら に 対面 し て 解放 する と 、 あ な た は 、 
それ ら の 所 有 権 を 持ち ます 。 あな た が 、 それ ら を 創り 出し た こと 
を 理解 すれ ば 、 それ ら を 解体 する こと も で きま す 。 それ は 高度 に 
クリ エイ ティ ブ お な 方 法 で 使え る よう に な る 、 膨 大 な 量 の エネ ル ギ 
ー を 解放 し ます 。 今日 、 始め る こと も で きま す が 、 そ れ が 、 本 当 
に 、 どの よう に 働く か は 、 も う 数 週間 の 内 に 分 か っ て 来る で し ょ 


フ 。 


それ で は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 この サー ビス セン ター で 、 一 緒 に 深い 
呼吸 を し まし ょ う 。 息 を 、 ほ ん の 少し 止め て 、 は き 出 す と き に 、 
あな た が 創り 出し た 、 そ れ ら の 悪魔 の 風船 の 空気 を 抜く つも り で 、 
は いて くだ さい 。 手放し て くだ さい 。 その エネ ルギー を 手放し て 
くだ さい 。 悪魔 は 存在 し ませ ん 、 た だ 、 あ な た の すべ て が 、 あ る 
だ け で す 。 


あと 少し の 間 だ け 、 この サー ビス セン ター で 一 緒 に 座り まし ょ う 。 


( 間 ) 


あな た が た 、 シ ャ ー ン ブラ が 、 これ を 創り 出す の を 手助け し まし 
た 。 た くさ ん の 、 た くさ ん の 人 た ち が 、 こ の 道 へ や っ て 来る こと 
に な り ま す 。 彼ら は 、 こ れ を シャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター と 
は 、 呼ば な いか も 知れ ませ ん が 、 彼ら は 、 それ が 安全 な 空間 で あ 
る こと を 知る で し ょ う 。 と て も 安全 な 空間 で す 。 彼ら が 自分 自身 
に な れる 空間 で す 。 この と て も 長く て 、 と きど き と て も 挑戦 的 な 
新しい 意識 の 道 の 中 の 、 安 全 な 空間 で す 。 


深呼吸 し まし ょ う ・・・ 


( 間 ) 


・・ 悪魔 を 解放 し まし ょ う ・・・ 


( 間 ) 


そし て 、 準備 が で きた ら 、 彼ら と ルシファー に さよ な ら を 言っ て 
くだ さい 。 


さて 、 私 た ちの エネ ルギー を 、 こ こ に 、 あ な た が 始め た 場所 に 、 
再び 、 戻 し まし ょ う 。 椅 子 の 上 に 、 今 この 瞬間 に 、 戻 っ て 来 ま す 。 
そし て 、 そ う で す 、 あ な た は 、 シ ャ ー ン ブラ ・ サ ービス セン ター 
の エネ ルギー を この 場所 に 持っ て 帰る こと が で きま す 。 


そし て 、 そ うな り ま す (Ard so it is) 、 ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ ・ 
シリ ー ズ の 最初 の シャ ウド に お いて 。 


translator: 渡邊 宗則 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ ー ル デン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト www. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ャ ー ン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
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が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を せ す る こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2007 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 
私 書 箱 7328 E メ ー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 
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